
平成25年度　業務実績報告書

平成26年 6月

公立大学法人福岡県立大学



沿　　　革

昭和２０年（１９４５）４月　福岡県立保健婦学校開設
昭和２７年（１９５２）７月　福岡県立保育専門学院開設
昭和４２年（１９６７）４月　福岡県社会保育短期大学（保育科、社会福祉科）開学
平成　４年（１９９２）４月　福岡県立大学（人間社会学部）開設
平成　９年（１９９７）４月　大学院人間社会学研究科（修士課程）開設
平成１５年（２００３）４月　看護学部開設
平成１８年（２００６）４月　公立大学法人福岡県立大学に移行
平成１９年（２００７）４月　大学院看護学研究科（修士課程）開設

法人の目標

　公立大学法人福岡県立大学は、社会の要請に応え、人間社会学部と看護学部の連携のもと、関連する分野に関する幅広い
視野を持ち、保健・医療・福祉の現場で中核となって活躍できる資質を持った優秀な職業人を育成することを使命とする。
　特に次の取組については、中期目標期間６年間の重点事項とする。
　 ・人間社会学部と看護学部の連携により魅力ある福祉系総合大学の教育システムを構築する。
 　・地域とアジアの保健・医療・福祉に貢献する研究や社会貢献活動を推進する。
 　・専門性を備えた人材の確保・育成を図り、事務局機能を強化する。
 　・地域に貢献する大学としての認知度を高める。
　１  教　育：保健・医療・福祉の現場で中核となって活躍する資質を持った優秀な職業人を育成する。
　　・特色ある教育の展開
　　・教員の教育能力の向上
　　・意欲ある学生の確保
　　・学生支援の充実
　２　研　究：大学の特色ある教育や地域社会の発展に役立つ研究を推進する。
　３  社会貢献：大学の特色を活かして、社会貢献活動を拡充する。
　４  業務運営：理事長のリーダーシップのもと、大学運営の改善を推進する。
　５　財務：経営者の視点に立って、法人の財政運営を行う。
　６  評価及び情報公開 ：評価を厳正に実施し、大学運営に反映する。また、大学情報を積極的に公開する。
　　・評価
　　・情報公開

法人の業務

１　福岡県立大学を設置し、これを運営すること。
２　学生に対し、修学、進路選択及び心身の健康等に関する相談その他の援助を行うこと。
３　法人以外の者から委託を受け、又はこれと共同して行う研究の実施その他の法人以外の者との連携による教育研究活動
　を行うこと。
４　公開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会を提供すること。
５　教育研究の成果を普及し、及びその活用を促進すること。
６　前各号の業務に附帯する業務を行うこと。

設立の根拠となる法律 地方独立行政法人法
設立団体 福岡県
資本金の状況 8,530,220,100円（全額　福岡県出資）

法人の概要

１．基本的情報
法人名 公立大学法人福岡県立大学
所在地 福岡県田川市大字伊田４３９５番地
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常務理事（事務局長） 武田　清一
平成２４年４月１日
～平成２６年３月３１日

昭和４３年　５月　福岡県採用
平成　４年　４月　財政課理財係長
平成　８年　４月　出納・総務課長補佐
平成１５年　４月　教育庁財務課長
平成１８年　４月　私学振興課長
平成２０年　４月　公立大学法人福岡県立大学
　　　　　　　　　　　常務理事（事務局長）

理事（学外） 麻　生　泰
平成２４年４月１日
～平成２６年３月３１日

昭和５０年　５月　麻生セメント（株）監査役
昭和５２年　６月　麻生セメント（株）専務取締役
昭和５４年１２月　麻生セメント（株）取締役社長
昭和５６年　４月　（社）経済団体連合会理事
昭和５９年　４月　（社）セメント協会副会長
平成　２年　４月　（社）経済団体連合会評議員
平成　４年　６月　麻生商事（株）取締役会長
平成　８年１２月　飯塚商工会議所会頭
平成１１年　１月　慶應義塾監事
平成１３年　８月　新・麻生セメント（株）代表取締役社長
平成１６年　６月　麻生ラファージュセメント（株）
　　　　　　　　　　　代表取締役社長
平成１８年　４月　公立大学法人福岡県立大学理事
平成２２年　６月　(株)麻生　代表取締役会長

理事長（学長） 柴田　洋三郎
平成２４年４月１日
～平成２８年３月３１日

昭和４６年　３月　九州大学医学部卒業
昭和４９年　４月　九州大学助手
昭和５６年　７月　シカゴ大学客員准教授
昭和６３年　９月　九州大学教授
平成　８年　９月　九州大学学生部長
平成　９年　４月　九州大学副学長（～平成１４年３月）
平成１５年１０月　九州大学副学長
平成１６年　４月　九州大学理事・副学長
平成２２年　４月　独立行政法人大学入試センター
　　　　　　　　　　　試験・研究統括官
平成２４年　４月　公立大学法人　福岡県立大学
　　　　　　　　　　　理事長・学長

副理事長 田中　豊司
平成２４年４月１日
～平成２６年３月３１日

昭和５２年　４月　福岡銀行入社
平成１８年　６月　福岡銀行　地域金融部長（執行役員）
平成１９年　６月　福岡銀行　筑豊地区本部長（執行役員）
平成２０年　４月　公立大学法人福岡県立大学　副理事長

２．組織・人員情報
(１)役員

　役員の定数は、公立大学法人福岡県立大学定款第７条の規定により、理事長１人、副理事長１人、理事５人以内、監事２人と定めている。また、役員
の任期は、同定款第１１条の規定に定めるところによる。

役職 氏名 任期 主な経歴
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監事 本　田　征　洋
平成２４年４月１日
～平成２６年３月３１日

昭和４４年　９月　昭和監査法人入所
昭和５３年　７月　監査法人中央会計事務所入所
昭和５４年　４月　公認会計士・税理士本田征洋事務所開業
平成１８年　４月　公立大学法人福岡県立大学監事

理事（学内） 松　浦　賢　長
平成２５年４月１日
～平成２６年３月３１日

昭和６０年　３月　東京大学医学部保健学科卒業
平成　２年　３月　東京大学医学系研究科博士課程修了
平成　２年　４月　日本総合愛育研究所研究員
平成　３年　３月　カリフォルニア大学バークレー校研究助手
平成　５年　４月　京都教育大学教育学部助教授
平成　９年　３月　カリフォルニア大学バークレー校客員研究
員
平成１５年　４月　福岡県立大学看護学部教授
平成２０年　４月　福岡県立大学看護学部教授
　　　　　　　　　　　兼附属図書館長
平成２２年　４月　福岡県立大学看護学部教授
　　　　　　　　　　　兼附属研究所長

監事 古　本　栄　一
平成２４年４月１日
～平成２６年３月３１日

平成　６年　４月　弁護士開業
平成２１年　２月　古本法律事務所開設
平成２４年　４月　公立大学法人福岡県立大学監事

理事（学外） 芳　賀　晟　壽
平成２４年４月１日
～平成２６年３月３１日

昭和５１年　１月　（社）北九州青年会議所理事長
昭和５６年　８月　（株）芳賀代表取締役社長・会長
昭和５６年１２月　芳賀教育文化振興会理事長
昭和６２年１０月　福岡県教育委員会委員・委員長
平成　２年１１月　社会福祉法人年長者の里理事長
平成　３年　７月　北九州商工会議所常議員
平成　５年　２月　ＮＨＫ九州地方番組審議会委員
平成１４年１０月　（社）北九州高齢者福祉事業協会会長
平成１８年　４月　公立大学法人福岡県立大学理事
平成２０年　４月　北九州市社会福祉協議会会長

理事（学内） 古　橋　啓　介
平成２４年４月１日
～平成２６年３月３１日

昭和５４年　４月　山形大学教育学部講師
昭和５６年１０月　山形大学教育学部助教授
平成　４年　４月　福岡県立大学人間社会学部教授
平成１４年　４月　福岡県立大学人間社会学部教授
　　　　　　　　　    兼大学院研究科長
平成１５年　４月　福岡県立大学人間社会学部教授
　　　　　　　　　    兼人間社会学部長
　　　　　　　　　    兼大学院人間社会学研究科長
平成２２年　４月　公立大学法人福岡県立大学教授
　　　　　　　　　    兼附属図書館長
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事務局長 　

職員数増減の主な理由

１１人
合計 ２８人 ２９人 ２９人 ２９人 ３１人 ３２人

嘱託（常勤・非常勤）等・臨時 ６人 ７人 ８人 ８人 １０人

０人
計 ２１人 ２１人 ２０人 ２０人 ２０人 ２０人

その他 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

５人
他団体派遣 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人
プロパー ０人 ０人 ０人 ０人 ２人

２１人 ２１人 ２０人 ２０人 １８人 １５人

平成25年度

職員数

１人 １人 １人 １人 １人 1人
正規職員 県派遣

２４４人
教員数増減の主な理由

　非常勤講師の増は、看護学部のカリキュラム移行に伴い、「病態看護学Ⅰ」が主に非常勤講師によるオムニバス方式で開講されたこと、及び常勤教
員が担当していた「現代社会論Ｂ」や「経済学Ａ」他を非常勤講師が担当したことによる。

(３)職員

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

合計 １９３人 １７０人 ２２４人 ２１９人 ２３５人

１１人
非常勤講師 ８７人 ６５人 １１５人 １０９人 １２５人 １３４人

助手 ３１人 ２２人 １７人 １４人 １３人

２５人 ２０人 ２０人
助教 － ６人 １２人 １５人 １７人 １９人

２６人 ２８人
准教授 ３１人 ３０人 ３１人 ２８人 ３４人 ３２人

内訳 教授 ２８人 ３１人 ３０人 ２８人

講師 １６人 １６人 １９人

平成24年度 平成25年度

教員数

常勤（正規） １０６人 １０５人 １０９人 １１０人 １１０人 １１０人

(２)教員

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
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20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度
人間社会学 115 117 117 118 116 115

内訳 人間社会学部 116 117 116 118 117 116

113 113 116 118 118 119

120 119 116 116 117 116

117 119 118 120 116 115
大学院 97 110 130 120 90 90

看護学部 99 102 102 99 100 99
内訳 看護学部 　 99 102 104 101 99 99

99 102 104 101 99 99
大学院 92 108 83 79 108 104看護学研究科 24名 25名 104%

収容定員と収容数に差がある場合の主な理由

　　大学院人間社会学研究科の定員充足率が100％を下回っている理由は、入学志願者が少なかったことによるものである。

360名 356名 99%

看護学科 360名 356名 99%

人間社会学研究科 30名 27名 90%

計 384名 381名 99%

社会福祉学科 200名 232名 116%

人間形成学科 200名 229名 115%

600名 698名 116%

公共社会学科 200名 237名 119%

定員充足率の推移      (%)

(b)/(a)×100
計 630名 725名 115%

(４)法人の組織構成

　別紙のとおり

３．学生に関する情報 

関連する
学部・大学

院

学部学科、大学院研究科
収容定員  (a) 収容数   (b)

定員充足率
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　 森　山　沾　一 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日 副学長兼附属研究所長

　 松　浦　賢　長 平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日 教員兼務理事

田　中　美 智 子 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日 情報処理センター長

古　橋　啓　介 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日 教員兼務理事

学内組織の長 佐　藤　香　代 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日 附属図書館長

武　田　清　一 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日 事務局長

学部長 小　松　啓　子 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日 人間社会学部長兼人間社会学研究科長

　 永　嶋　　由 理 子 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日 看護学部長兼看護学研究科長

(２)教育研究協議会

区分 氏　　名 任　　期 現　　職

学長（理事長） 柴　田　洋 三 郎 平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日 理事長

　 立　石　研　一 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日 福岡県立田川高等学校　校長

　 吉　村　恭　幸 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日 (一財)福岡県社会保険医療協会　会長

齋　藤　 　明 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日 独立行政法人大学入試センター　監事

佐　渡　文　夫 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日 田川商工会議所　会頭

川　上　鉄　夫 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日 福岡県立大学同窓会　会長

北　 原　　守 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日
社会福祉法人北九州市手をつなぐ
育成会　理事長

学外委員 秋　吉　一　明 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日 福岡県立大学と共に歩む会　会長

伊　藤　信　勝 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日 田川市長

理事長 柴　田　洋 三 郎 平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日 公立大学法人福岡県立大学理事長

副理事長 田　中　豊　司 平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日 公立大学法人福岡県立大学副理事長

４．審議機関情報 

(１)経営協議会

区分 氏　　名 任　　期 現　　職

- 6 -



公立大学法人福岡県立大学組織図
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部局長会議

・理事長（兼学長）
・副理事長
・常務理事（兼事務局長）
・教員兼務理事（2名）
・副学長・附属研究所長
・人間社会学部長
　（兼人間社会学研究科長）
・看護学部長
　（兼看護学研究科長）
・附属図書館長
・経営管理部長
・学務部長
　
　　　11名　　　　（月：2回）

学　　　　長

副  学  長

（特命：社会貢献担当）

事務局長

（兼事務局長）
四役会議 ・理事長（兼学長）

・教員兼務理事（教育担当）
・教員兼務理事（研究社会貢献担当）
・事務局長
・附属研究所長・副学長
・人間社会学部長
・看護学部長
・附属図書館長
・情報処理センター長
　　　　　　9名　　（定例：年4回）

教員兼務理事 ・理事長
・副理事長
・常務理事（兼事務局長）
・教員兼務理事（2名）
　　　　5名　　　（週：1回）

（教育担当）

教員兼務理事

（研究・社会貢献担当）

・理事長（兼学長）
・副理事長
・常務理事（兼事務局長）
・教員兼務理事（2名）
・理事（学外2名）
　　７名　　　（定例：年4回）

・理事長（兼学長）
・副理事長
・学外有識者（8名）
　　　　　　10名　　（定例：年4回）

副 理 事 長

（経営管理担当）

教育研究協議会
（理事会の諮問機関）常 務 理 事

平成25年4月1日現在

：理事長指名の役職者

監　　事
　（2名）

理　　事　　長 理　　事　　会 経　営　協　議　会
（理事会の諮問機関）



全体評価

Ⅰ　全体

Ⅱ　中期目標項目別

　　１　教育

福岡県立大学

法人自己評価 評価委員会意見・コメント等

　学長のリーダーシップのもと、大学改革を推進しました。大学憲章の制定、改革推進委員会の設置、委員会・部会の抜本的再編、そして教員個人業績評価
における学長裁量枠の確保、教員表彰制度の創設などです。
　入口管理は、質の高い学生確保のために、入試広報活動手許資料を作成し、オープンキャンパス（2回）、入試説明会、高校訪問等を全学的に教職員協働
で推進しました。その結果、平成25年度のオープンキャンパスの参加者は目標の170%に達しましたが、平成26年度入学者選抜試験における学部実質倍率は
2.54倍となりました。
  出口管理は、進路・就職委員会並びに3つの小部会のもと、国家試験対策に取り組み、新卒者における看護師合格率は97.6%、助産師100%、保健師93.9%、
社会福祉士70.6%、精神保健福祉士100%と高い合格率を達成することができました。就職対策としては、キャリアサポートセンターの利用を促進し、就職率は
98.0%と高い水準を達成しました。
　教育は、教養教育、専門教育、両学部の専門領域を学ぶカリキュラムなどを継続して実施しました。また、e-ラーニングシステムの利用促進を図り、92コース
を開設し、学生の利用率は82.3%となりました。教員の教育能力向上のFD活動を推進し、大学院FDの充実を図るとともに、学部では3回のFDセミナーを開催
し、教育の質の向上に取り組みました。その結果、FD研修会等への教員参加率は95.1%となりました。学生の成績評価ではシラバスの検討、GPA制度を実施
し、GPA高得点の学生を卒業証書授与式で表彰しました。
　研究は、全学的に科研費申請支援のための説明会を行い、その上で申請に向け全教員に個別に働きかけるなど、科学研究費補助金の応募率・採択件数
の向上を目指しました。その結果、獲得金額は57,589千円、平成26年度科学研究費応募率は94.3%となり、目標を上回る水準を維持しました。附属研究所4セ
ンターの調整部会を毎月開催、公開講座も附属研究所内に小部会を設け、活性化を図りました。査読付き論文数は74件、招待講演等の学会発表数は13件と
なっています。
　研究奨励交付金事業は、プロジェクト研究において地（知）の拠点作りを目指す大学としての取り組み（COC）を重点課題としました。また、これまでの個別研
究に加え、科学研究費申請に向けた研究費補助制度を開始し、さらに追加募集として教育を課題とした研究に助成するなど、研究を積極的に推進してきまし
た。田川市とは、包括的連携協定を基に研究助成金制度事業などを進めるとともに、新たに福岡県立大学と田川地域（8市町村）との間で包括連携に関する
協定を締結しました。「教員免許状更新講習」は継続して実施しました。
　公立大学法人である本学の役割は、福祉系総合大学として保健・医療・福祉の高度な専門的人材の養成とともに地域密着型活動でありますが、地域貢献
における各種活動を附属研究所4センターを中心に活発に行うことができました。
　国際交流は、南京（ナンキン）師範大学、大邱（テグ）韓医大学校、北京中医薬大学（中国）、三育大学校（韓国）、コンケン大学（タイ）と積極的に実施しまし
た。また受入留学生に対する環境整備などに努力し、受入留学生は15名となりました。
　総合的には、法人化中期計画第2期の2年目となり、第1期までの基盤整備の上に、継続した事業推進をするだけでなく、教育・研究改革とともに強化すべき
重点課題に取り組む体制を整備・運用できたと考えます。

１．教養教育の充実については、全学共通科目の再編やコア科目の新設について検討しました。また、情報リテラシーや日本語リテラシーの体系化と新科目
　開設について検討しました。スキルアップゼミについては4コースを開講しました。
２．両学部の専門教育の充実については、人間社会学部では専門教育及び資格関係科目の充実に向けて、カリキュラムの改変をはじめ、開講年次の見直
　し、学科ディプロマポリシーの検討・作成をおこないました。看護学部では2年目となった新カリキュラムを実施する中で学生からの意見徴集をおこない、授業
　アンケートの学生意見欄も参考にして来年度の授業内容について検討をおこないました。東洋医療を導入した教育プログラムの構築を進め、ホリスティック
　看護学に取り組んでいます。実習教育の充実のため、人間社会学部では実習教育の現状を再検討し、問題を改善しました。事前事後指導を全ての実習に
　関して開講しました。看護学部では実習指導者連絡会議の開催や事後指導の充実などに取り組みました。両学部連携による他の専門職と協働できる実学
　的専門教育科目の推進として、両学部で学ぶ専門的連携科目の実施および他の学部の専門分野を学ぶ実学的教育プログラムの実施を進めました。両研
　究科の専門教育の充実については、人間社会学研究科ではカリキュラムの見直しに入り、3科目を新たに開講しました。看護学研究科では専門看護師コー
　スの充実のため、「精神看護コース」「老年看護コース」「助産学コース」の申請準備をおこないました。他大学との連携による教育の充実を目指して、人間
　社会学部ではインターンシップの高度化案をもとに、九州・沖縄の23大学と連携をはじめました。看護学部では「ケアリングアイランド九州沖縄構想コンソー
　シアム」会議を2回開催し、相互受講システムの開発、大学連携による授業科目の提供等の充実を図りました。
３．教育効果を検証するシステムの構築に向け、学生による授業評価アンケート結果を学長・各学部長が共有する仕組みを運用しました。FDセミナーを開催
　し授業評価の利用に関する研修を行いました。学生座談会を開催し学生のニーズ把握を行いました。アウトカム評価システム充実のため、人間社会学部で
　は就職先へのアンケートの実施、4年生に対する進路希望アンケートを行い、結果に基づいて対応・指導しました。看護学部では前年度の国家試験不合格
　者に対する指導、就職先へのアンケートを実施しました。
４．教員の教育能力の向上については、両学部でFDセミナーを開催しました。授業参観システムを構築し、実施しました。公開授業の仕組みも構築し、実施し
　ました。両研究科ではFDセミナー実施、学外セミナーへの教員派遣とともに、大学院生にアンケートを実施し、大学院生によるFD会議を開催しました。大学
　院FD活動には全教員が取り組みました。他大学や実習先職員との合同研修による教師力向上戦略の実施として、人間社会学部では合同研修会、研究大
　会を行いました。看護学部では合同講習会、研修会を開催しました。
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　　２　研究

　　３　社会貢献

５．優秀な学生の確保については、学部入試部会では入試選抜方法と入学後の成績の関連や高大連携事業について検討しました。大学院入試部会では現
　状分析を行い、学部学生に対する説明会、オープンキャンパス時の説明会を開催しました。積極的な広報活動として、これまでの取組の実施・修正を行う
　とともに、学部入試部会で入試広報活動手許資料を作成し、入試説明会等での広報活動に役立てました。福岡県外の高校への情報提供および個人への
　情報提供について検討しました。ホームページの入試情報の内容を精査し、更新を早めました。
６．学生支援の充実については、入学から卒業までのキャリア支援体制の強化として、キャリアサポートセンターと進路就職委員会の連携強化、系統的キャ
　リア支援講座の開催等の活動を実施しました。大学間の学生コンソーシアムを構築して学生間の交流を促進することに取り組みました。大学院生への支援
　支援として、研究助成金や入学金減免措置の導入を検討しました。
７．学習環境の充実としては、ＩＴ教育システムの充実を図り、eラーニングシステム研修会の開催、システムの改善、開設コースの増加促進に取り組みまし
　た。社会人が学びやすい学習環境の充実のため、両研究科では博多サテライト教室の利用促進、eラーニングの充実、学外からの図書館データベースの
　利用に取り組みました。図書館看護学部分館にラーニングコモンズを計画を前倒しして設置しました。
８．人間社会学部の改革は、人間社会学部将来構想プロジェクト会議による将来構想が理事長に提出されました。これを受けて、理事長の下に設置された
　改革推進検討部会がさらに検討を重ね、年度末の教授会において将来構想（案）として承認されました。
９．両学部連携の大学院博士課程の新設については、人間社会学部会改革と修士課程の状況を鑑み、引き続きW.G.にて検討を重ねることにしました。

　　　実施事項別評価は、Aは4項目、Bは20項目とします。

１．地域とアジアの保健・医療・福祉に寄与する研究の推進については、以下の取組を行いました。
　① 附属研究所を中心とした学際的研究プロジェクトの推進については、学際的研究の可能性を探るため、教員や学外機関にヒアリングを行いました。産官
　 学連携のニュースを学内メールで広報するとともに調整部会で協議し、学内外に広報しました。協定校等と研究者等の交流促進については、地域の関係
　 機関とともにシンポジウムを行い、協定校の研究者と協議をおこないました。学際的研究プロジェクト数が4件、学際的研究プロジェクトの成果発表会を
　 2回、産学官連携契約件数2件となりました。また、提携協定校との共同研究数は2件、招聘件数は5件となりました。
　② 外部研究資金獲得の推進については、科研費応募率向上のための研修会を開催し、さらに個別の申請支援を行うことにより、科研費応募率が94.3%、
　 科研費獲得件数30件、金額が57,589千円となり、目標を大きく上回りました。
　③ 研究倫理の徹底については、研究倫理委員会では委員1名が学外研修に参加しました。若手研究者を対象としたセミナーを開催しました。また動物実験
　 に関する委員会では動物実験の実施報告書を作成しました。

　　実施事項別評価は、Aは1項目、Bは2項目とします。

１．地域とともに発展する国際交流の推進については、以下の取組を行いました。
  ① 国際交流センター（仮称）を中心とした教育研究の国際化推進体制の検討については、国際交流センター規定案を作成しました。協定締結校との文化・
　 学術交流の実績としては、教員が11名交流し、文化交流プログラムを1回実施しました。
  ② 受入留学生の支援としては、日本語向上を目的として日本語教科を4科目から6科目へ増やしました。受入留学生数は15名でした。
  ③ 産炭地記録資料の英文アーカイブ化と国際学術研究交流の推進については、県立大学に所蔵されている世界記憶遺産登録絵画4点について英文化を
　 進めることにしました。
２．県立三大学、福岡県、田川市郡との連携による社会貢献の推進については、以下の取組を行いました。
  ① 附属研究所による地域課題解決のための連携取組の推進については、田川市・福岡県立大学包括的連携協定に基づく共同研究（3件）が実施されまし
　 た。県立大学・田川地域推進協議会にて、田川市郡との包括連携協定を締結しました。県立三大学連携による公開講座を行い、152人の参加を得ました。
  ② 地域住民の健康の向上、福祉、教育等の相談・支援の実施については、生涯福祉研究センターを中心に、相談事業の実施・拡充と地域活動の強化に
　 取り組みました。ヘルスプロモーション実践研究センターを中心に、健康教室と相談事業を行いました。健康教室は21件開催しました。不登校・ひきこもり
　 サポートセンターを中心に、県大子どもサポーター派遣事業を行いました。福岡県や市町村主催事業への新たな参画もあり、延べ2,767人を派遣しました。
　 不登校傾向の児童・生徒が夏休みにキャンパススクールに通級できる新たな事業を開始し、キャンパススクール事業は延べ1,328人を対象としました。
　 キャンパススクールの登校開始率は56%と高い水準でした。社会貢献・ボランティア支援センターを中心に、外部団体・機関と学生とのコーディネートを実施
　 し、団体登録が131件、活動学生数が延べ447人となりました。地元商店街の交流拠点活用や福岡県主催の大学生災害ボランティアサポーター事業に参
　 画しました。
  ③ 資格・免許保持者等へのリカレント教育や研修の実施については、生涯福祉研究センターとヘルスプロモーション実践研究センターの2センターを中心
　 とした取組を行いました。生涯福祉研究センターでは、特別支援教育に関するスキルアップ講座や、足と靴の健康講座を実施しました。スキルアップ講座
　 は共催を希望する地方自治体が出てきました。ヘルスプロモーション実践研究センターでは、看護師・助産師・保健師を対象としたリカレント教育を10事業
　 行いました。リカレント教育については、両学部合わせて10人の卒業生が参加しました。
  ④ 地域に貢献する大学としての認知度アップ戦略については、山本作兵衛コレクションが全国放送や国際アーカイブズ講演で県立大学の業績として紹介
　 され、全国的な認知を得ました。
  ⑤ 看護実践教育センターでの認定看護師教育の充実については、リクルートのためのリカレント研修会をはじめとして、リカレント教育を実施しました。また
　 糖尿病健康教育活動を大学祭等で行いました。認定看護師コースの入学試験倍率は1.06倍、認定審査合格率は100%となりました。

　　実施事項別評価は、A+は1項目、Aは3項目、Bは7項目とします。
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　　４　業務運営

　　５　財務

　　６　評価及び情報公開

Ⅲ　中期目標に掲げている「重点事項」の取組状況について

 ・人間社会学部と看護学部の連携による魅力ある教育システムの構築については、引き続き「両学部で学ぶ専門的連携科目」を開講し、「他の学部の専門
 　分野を学ぶ実学的教育プログラム」を実施しました。
 ・地域とアジアの保健・医療・福祉に貢献する研究や社会貢献活動の推進については、健康教室や公開講座の取組を進め、不登校・ひきこもりサポートセン
 　ターの取組では新たな事業を開始しました。海外提携協定校との共同研究2件、招聘5件の成果を得ました。
 ・専門性を備えた人材の確保・育成については、プロパー職員を3名採用し、さらに翌年度2名の採用を決定しました。
 ・地域に貢献する大学としての認知度向上については、山本作兵衛コレクションが全国的にメディアで取り上げられ、認知度アップに貢献しました。

 １　運営体制の改善については、以下の取り組みを行いました。
　① 事務局機能の強化については、3名のプロパー職員を採用し、経営企画、総務財務及び教務入試担当部署に配置するとともに、平成26年度プロパー
　　職員採用試験を三大学合同で実施し、2名の採用予定を決定しました。また、業務マニュアルの統一様式を作成し、引き継ぎ等において、情報の共有化を
　　行いました。さらに、事務職員の資質・意識の向上を図るため、公立大学協会の研修・セミナーに新規採用職員を参加させるとともに、学内においても、学
　　内のSD研修を開催し、事務職員の資質や意識の向上を図りました。
　② 教員の士気を高める教育環境の整備については、改革推進委員会においてベストティーチャー表彰を含む表彰制度について、検討を行い、ベスト
　　ティーチャーを選定し、2名を決定し、教員表彰を行いました。また、授業担当科目数の実態調査に基づき、授業負担の大きい教員の授業に補助員を配置
　　し、負担軽減を図りました。
　③ 教員の個人業績評価システムの改善については、個人業績評価基準の見直しに関する委員会を開催し、見直し方針・見直し案を策定するとともに、
　　両学部教授会の意見を聴取し、最終案を「大学改革セミナー」において、教員に説明を行いました。
　④ リスクマネジメント体制の整備については、調査した他の公立大学のリスクマネジメント体制や国大協、公大協の資料を基に基本指針（案）を作成しま
　　した。また、9分野において２８のリスクを洗い出し、リスク別の対応方法（案）を作成しました。
　
　　実施事項別評価は、Bは４項目とします。

１　自己収入の積極的な確保については、教員に対し必要に応じ事務局で支援を行うとともに、外部資金一覧等をホームページに掲載し、情報提供の機能
　強化に努めました。また、科研費応募率向上のための研修会を開催するなどの取組みにより、外部研究資金等の獲得につ いては科学研究費等の外部
　研究資金に加え、大型の教育等に関する外部資金の獲得により、目標数値を大幅に上回ることができました。
　　さらに、寄附金等を増加させるため、福岡県立大学基金について、大学広報誌やホームページに基金の目的、受入口座、税控除制度などについて、広報
　活動を行いました。
２　運営経費の削減・抑制については、以下の取組を行いました。
　① 業務改善による経費の削減については、物品購入等の発注方法の見直しにより、集中できる可能な品目について、学内LANを活用した消耗品の集中
　　発注システム活用について周知を行い、活用中であります。また、初期投資を要しない省エネ対策の推進については、省エネ推進部会を開催し、冷房温
　　度設定、エレベーターの稼働台数の間引きや学生の使用禁止、廊下等の照明間引き点灯などを決定し、節減対策に取り組みました。
　② 人件費の抑制については、教育研究水準の維持・向上に配慮した退職教員の補充における若手教員を中心とした公募採用を行うとともに、時間外勤務
　　縮減の取組みを実施し、前年度実績を下回る目標数値は達成できました。
　
　　実施事項別評価は、A＋は1項目、Bは2項目とします。

１．自己評価の効率的な実施については、「ベストティーチャーの選定」「教員の相互授業参観」「公開授業」を実施しました。「人間社会学部再編計画」「教員
　個人業績評価の見直し」について提案書を作成しました。また、教員の教育・研究社会貢献のデータを収集し、一覧を作成し、ホームページに掲載しました。
２．広報活動の充実・強化については、ホームページの更新体制の充実と内容の掲載ページの検討を行いました。紙媒体の大学案内と大学広報を計4号
　発刊しました。出前講義は26回実施しました。福岡県の広報テレビ番組に1回取り上げられました。メディアに取り上げられた回数は地方版が18件、全国版
　が2件でした。

　　　実施事項別評価は、2項目ともBとします。
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福岡県立大学（教育）

中期目標
1

項目 評価

1

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

1

【カリキュラムと科目内容の検討・改編】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
○人間社会学部将来構想や看護学部学生
のニーズ等をふまえ、強化すべき教養科目
のカリキュラムや科目内容を検討する。
○社会人・職業人として必要な知識・スキル
を身につけるための新科目開設を検討す
る。
○「スキルアップ・ゼミ」コースの改編・改善
を検討し、実施する。

○達成目標
・スキルアップゼミ4コースの開設
・学生の成績　：教養科目全てを対象として
Ｃ以上80％

【カリキュラムと科目内容の検討・改編】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
○人間社会学部将来構想や看護学部学生のニーズをふまえ、全学共通科目
　の枠組みのスキル系科目群とリベラルアーツ系科目群への再編や、 「コア
　科目」（必修科目）の新設について検討した。
○社会人・職業人として必要な知識・スキルを身につけるため、情報リテラシー
　や日本語リテラシーの体系化と、そのための新科目開設等につき検討した。
○「スキルアップ・ゼミ」は「アカデミック・ライティングの基礎」、「社会問題の分
　析と討論」（使用言語は英語）、「不況に負けない就活入門」、「くじけないため
　の就活塾」の４コースを開講した。また、ゼミの改編・改善についても検討し
　た。

○目標実績
　・「スキルアップ・ゼミ」4コースを開設した。
　・学生の成績　：　教養科目全てを対象として　Ｃ以上 88.2％

実施事項 理由

1　教養教育
の充実

　公立大学
法人福岡県
立大学の教
養教育は、
豊かな感
性、柔軟な
思考力、緻
密な論理構
成力および
自己表現能
力の習得を
めざす。

【カリキュラムと科目内容
の検討・改編】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①専門科目の基礎と社会
人・職業人として身につけ
るべき教養科目を中心に、
カリキュラムや科目内容を
検討・改編する。

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

年度計画項目別評価

「保健・医療・福祉の現場で中核となって活躍する資質を持った優秀な職業人を育成する。」
(1) 特色ある教育の展開
　　　福岡県立大学は、保健・医療・福祉の専門職としての実践的能力を身に付けさせるとともに、人間社会学部と看護学部の連携のもとで、関連する分野に関する幅広い視野を持ち、現場において他の専門職種と協働できる能力を
　　育成する。
　　　人間社会学部については、今後の社会的ニーズに的確に対応するため教育内容の改革に取り組む。
　　　看護学部については、医療の高度化・ニーズの多様化に対応するため、学部及び大学院を通じた教育の充実を図る。
(2) 教員の教育能力の向上
　　　教員の教育能力向上と教育活動の活性化を図るため、効果的なファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）等の組織的な取組を推進するとともに、授業評価システムを充実させ授業改善に活用する。
(3) 意欲ある学生の確保
　　　明確な入学者受入れ方針のもと、志願者動向の分析等を踏まえた、より効果的・戦略的な広報活動を展開し大学の魅力を広く伝えるとともに、入試方法の継続的な点検・見直し、高大連携の推進などにより、大学が求める資質
　　を持ち、学ぶ意欲の高い学生を選抜する。
(4) 学生支援の充実
　　　学生の自主的・多面的な学習の支援、健康で充実した学生生活を送るための支援、自立した社会人・職業人となるための支援など、学生ニーズや社会状況を踏まえた学生支援体制の整備・充実を図る。

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

2

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

2

【教養演習・総合科目の改
善】
＜両学部の教養演習、総
合科目＞

①学生の課題発見・解決
能力、論理的思考力及び
自己表現能力を高めるた
めに、教養演習等におけ
る授業内容と方法を継続
的に改善していく。
・教養演習・総合科目の改
善
②語学について、従来の
語学教育を見直し、アジア
とともに発展する国際交流
を推進させるために、アジ
ア諸国の異文化理解と共
にコミュニケーション能力
を高める。
・英語・中国語・コリア語教
育の充実

○達成目標
・学生の成績
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞
　　：全学の教養演習及び
総合科目において　Ｃ以上
80％
・語学教育カリキュラムと
科目内容の検討・改編
　　：2科目増設

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

【教養演習・総合科目の改善】
＜教養演習・総合科目の改善＞
○教養演習の授業内容・方法の充実を図
る。
○学生編集委員会を中心に、平成２４年度
教養テキストの内容・イラストを改善し、改訂
版を作成する。
○共通テキストの大幅な見直し案の作成を
行う。
○総合科目内において、グローバル化へ対
応するための新科目案と既存科目教育内
容の変更について検討する。

＜語学教育の充実＞
○英語教育見直しのひとつとして平成25年
度から導入する外部テストを、各学部・学科
の一年生対象に年2回実施する。
○教養演習英語クラスの平成26年度からの
開講を目指し、教育内容と方法を確定して
開設案を作成する。
○平成２４年度計画に基づき購入した、異文
化理解のための韓国の伝統衣装や伝統工
芸品等
をコリア語教育に積極的に活用する。同時
に中国語クラスにおける異文化理解教育に
ついて検討する。

○達成目標
　・学生の成績＜人間社会学部＞＜看護学
部＞
　　　：全学の教養演習及び総合科目におい
て　Ｃ以上 80％

【教養演習・総合科目の改善】
＜教養演習・総合科目の改善＞
○教養演習の授業内容・方法の充実では、全学「教養演習」担当者会議を２回
　開催し、授業の目的や評価方法等の確認を行うとともに、授業の進め方、
　授業内での問題解決方法についてFD活動を行った。
○学生編集委員会を中心にして平成25年度教養テキストの改訂を実施した。
○共通テキストの大幅な見直し案作成では、本学のみならず他大学でも使用
　できるテキスト作成という新方針に基づいて、大幅な修正を加えた編集基本
　案を作成した。
○総合科目内において、グローバル化へ対応するための教育内容の変更に
　ついては、オムニバス形式による新科目の開設、英語を実践的に活用する
　科目の新設等につき検討した。

＜語学教育の充実＞
○英語教育見直しのひとつとして外部テストを導入し、各学部・学科の1年生
　対象に2回実施した。
○教養演習英語クラスが新科目として承認され、平成２６年４月からの開設が
　決定した。
○平成24年度計画に基づき購入した、異文化理解のための韓国の伝統衣装
　や伝統工芸品等をコリア語教育に活用した。同時に中国語クラスにおける
　異文化理解教育について検討し、来年度に向けて準備を開始した。

○目標実績
　・学生の成績　：　全学の教養演習及び総合科目において　Ｃ以上 94.5％
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1

1

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】 4

【東洋医療を導入した教育プログラムの構
築】
＜看護学部＞
○東洋医療と西洋医療を融合した教育プロ
グラムの実施と内容の検討

○達成目標
　・学生の成績：教育プログラム　C以上80%

【東洋医療を導入した教育プログラムの構築】
＜看護学部＞
○東洋医療と西洋医療を融合した教育プログラムの実施と内容の検討
　　「ホリスティック人間論」90人、「東洋医学概論」77人、「東洋看護学演習」
　（北京中医薬大学教員)32人が受講した。
　担当教員と協議の結果、「東洋医学概論」における導入部分と、演習グルー
　プの組み方の工夫を次年度行うことにした。　「東洋看護学演習」において
　は、北京中医薬大学で協議を行い、講義・演習内容の意見交換を行った。
　次年度のスケジュール、講義内容の確定も行った。

○達成目標
・学生の成績：教育プログラム　C以上 98.2%

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

3

【カリキュラムと科目内容の検討】
＜人間社会学部＞
〇専門教育及び資格関係科目の充実に向
けた教学体制の検討
　＜公共社会学科＞
　・二つのコースの専門科目の改善・充実を
検討する。
　＜社会福祉学科＞
　・「社会福祉士」「精神保健福祉士」「学校
ソーシャルワーカー」等の専門科目の改善・
充実を検討する。
　＜人間形成学科＞
　・三つの「領域」と「履修コース」との関連を
見直し、専門科目の改善・実施を検討する。

＜看護学部＞
○2年目に向けた新カリキュラムの科目を滞
りなく実施する。
　・カリキュラム検証委員会及び教務部会
で、2年目の新たな科目と変更科目について
担当教員から学習内容・課題の聞き取りを
実施する。
　・学生からの意見聴取（前期・後期各1回）
を行い、その意見をカリキュラムの授業内容
に反映させる。
○専門職としての規範意識の向上と職業倫
理を身につける。
　・新入生オリエンテーション、実習前オリエ
ンテーションで強化を図る。
　・平成25年度は実習運営部会と連携し、外
部講師の講義を実施する。

○達成目標
　・シラバスの改善科目数　：全専門科目
　・学生の成績　専門教育科目において　：Ｃ
以上　80％

【カリキュラムと科目内容の検討】
＜人間社会学部＞
〇専門教育及び資格関係科目の充実に向けた教学体制の検討
＜公共社会学科＞
　・二つのコースの専門科目の改善・充実について検討し、次年度より、経験型
　 学習として学生が主体的に取り組めるよう現1年次開講「公共性学習ツアー」
　 の2年次ゼミ内での実施への変更、教職（高校公民）専門科目への「道徳教
　 育」の追加、卒論に関する規則・細則・評価基準の見直しと学生への周知、
　 「社会的企業家論」の廃止等、カリキュラムの改変を行った。
　・4年間の教職課程の流れを体系的に把握できるよう「教職課程履修ガイド」
　 を冊子として作成した。
　・学科のディプロマポリシー案を検討、作成した。
＜社会福祉学科＞
　・3つの専門職養成（社会福祉士、精神保健福祉士、学校ソーシャルワー
　 カー）の体系について検討した。結果、学生の「学校ソーシャルワーク論」の
　 授業内容の理解充実を図るため、その基礎知識となる「学校ソーシャルワー
　 ク論」の対象学年を４年前期から３年後期に移行した。また、社会福祉士の
　 上級資格である認定社会福祉士制度について各大学の対応情報等を収集
　 し、本学の将来構想との関係をふまえて検討をはじめることとなった。
　・学科のディプロマポリシー案を検討・作成した。
＜人間形成学科＞
　・「領域」と「コース」の関係につき、「領域」は専門教育課程における三つの
　 「系」に対応し、「コース」は各「領域」を含む履修モデルであることを学科内
　 で再確認した上で、学科のディプロマポリシー案を作成し、学生教育と学科
　 運営の実態に合わせた改善・充実の検討に着手した。
　・社会教育主事基礎資格に必要な専門科目を見直し、改善を行った。

＜看護学部＞
 ○2年目に向けた新カリキュラムの科目を滞りなく実施する。
   ・新科目及び変更科目について、担当教員から学習内容・課題に関する調査
　　を行った。
   ・学生を対象に前期及び後期科目に対する意見を調査した。
   ・授業アンケートの学生意見欄を参考に、来年度の授業内容について検討
　　した。
　　また、来年度の科目が滞りなく実施できるために時間割を作成しシュミレー
　　ションを行った。
 ○専門職としての規範意識の向上と職業倫理を身につける。
   ・新入生オリエンテーション及び2年生・3年生・4年生の前期実習前オリエン
　　テーションで強化を図った。
   ・平成25年度は実習運営部会・教務部会・全学教務部会と連携し、「看護倫
　　理」について外部講師の講義を実施した。

 ○達成目標
   ・シラバスの改善科目数　：全専門科目
   ・学生の成績　専門教育科目において　：Ｃ以上　89.2％

【東洋医療を導入した教育
プログラムの構築】
＜看護学部＞

①東洋医療と西洋医療を
融合した教育プログラムの
検討・実施
   　ホリスティック人間論、
東洋看護学演習等の教育
プログラム内容の検討

○達成目標
・学生の成績　：教育プロ
グラム　Ｃ以上80％

1-1 【平成25年度計画】

【平成25年度の実施状況】

B

1

【平成25年度の実施状況】

２　専門教育
の充実
　専門教育
は、本学の
特色を活か
し、専門分野
だけでなく、
相互に他の
分野にも対
処できる能
力を育成す
る。
　人間社会
学部では、
現行のカリ
キュラム体
制の見直しと
再編を図り、
保健・医療・
福祉の現場
で中核となっ
て活躍する
福祉専門
職、心理専
門職、地域
マネジメント
に関する職
業人の育成
を図ってい
く。
　看護学部
では、社会
的に実践能
力の高い看
護職が求め
られており、
「学部におけ
る看護実践
能力を育成
するカリキュ
ラムの充実・
強化」が必要
である。健康
問題に対し
て広い視野
から柔軟に
対応し、創造
的な解決策
を提案できる
看護師・保健
師・助産師・
養護教諭の
育成を目指
す。なお、助
産師養成は
平成27年度
から大学院
修士課程に
移行する。
　また、専門
職としての規
範意識の向
上と職業倫
理の涵養を
強化する。
　さらに、高
度な地域保
健福祉の総
合的な実
践、保健福
祉サービス
供給のシス
テムの中枢
を担うことの
できる人材を
育成する大
学院教育の
充実を図る。

【カリキュラムと科目内容
の検討】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①専門教育充実の視点か
らカリキュラムと科目内容
の検討を行う。

○達成目標
・シラバスの改善科目数
：全専門科目
・学生の成績　：専門教育
科目において　Ｃ以上80％

1-1 【平成25年度計画】
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1

5

【平成25年度の実施状況】

【実践力強化のための実習教育の推進】
＜看護学部＞
○実習指導者連絡会議の内容を検討し、年
１回開催
○実習指導体制の実施を継続する。
　・臨床教授等の称号付与の実施及び検討
　・実習打ち合わせの充実を検討
○看護基本技術習得支援の実施と項目の
検討
○実習の事前事後指導充実の検討

＜人間社会学部＞
○ 3学科がそれぞれ実施している実習教育
について現状を分析検討し、課題を明らか
にしていく。
○公共社会学科における実習指導の充実
　・教育実習の事前・事後指導の内容につ
いて検討
○社会福祉学科における実習指導の充実
　・社会福祉養成における事前事後指導に
おいて、４名の非常勤等教員に事前指導に
加わってもらうよう検討・実施する
　・社会福祉士養成における実習報告会の
進め方を改正し、指定施設の実習指導者に
参加いただくよう検討･実施する
　・社会福祉士養成における事前指導にお
いて、外部講師による講話の時期について
早めるよう検討・実施する
○人間形成学科における実習指導の充実
　・実習の種類（保育所・施設。幼稚園）毎の
問題点の検討

○達成目標
・看護学部における臨地実習指導体制の整
備
　　：実習指導者連絡会議開催　年１回以上
・教育・保育・養護・社会福祉士実習におけ
る事前事後指導の充実
　　：事前事後指導科目3以上　75％
・学生の成績
　　：事前事後指導科目　Ｃ以上80％

【実践力強化のための実習教育の推進】
＜看護学部＞
○実習指導者連絡会議の内容を検討し、１回開催
○実習指導体制の実施を継続する
  ・臨床教授等の称号付与の実施（101人：新規40人，継続61人）
  ・実習打ち合わせの充実を検討(田川市立病院，社会保健田川病院等実習
　施設と新カリキュラムについて協議)。
○看護基本技術習得支援の実施
　（卒業生へ技術習得状況調査実施中、2回目終了）
○実習の事前事後指導充実の検討（新カリキュラム検討委員会において、
　実習前の実践論カリキュラムについて検討:新カリキュラム検討委員会にて）

＜人間社会学部＞
○公共社会学科における実習指導の充実
  ・学生ひとりひとりが教育実習を円滑に行えるよう、教育実習事前・事後指導
　を強化した。事前指導では、中学校・高校の教科内容に即して学習指導要領
　の理解を深め、その理解をもとに実際の授業時間の設定内で授業案、板書
　計画、資料づくりを行い、各学生の授業内容に沿った模擬授業を行った。
　模擬授業後は学生の相互評価を交えて授業研究の指導を行った。また、事
　後指導では、3年生も参加して反省会を設けた。3年生（次年度の実習生）は
　反省会に参加することにより、4年生の経験を共有し、教育実習への認識を
　高めることができた。
 ※新たな取組として、4年間の教職課程の学習を体系的に認識し、各学年で取
　得するべき科目や能力を理解して学習できるよう、「教職課程履修ガイド」を
　作成した。
○社会福祉学科における実習指導の充実
  ・社会福祉士養成における実習の事前指導に、指導者講習会を受けた有資
　格者である3人の非常勤教員に加わってもらい、グループ別指導を行った。
  ・事前の説明会において実習報告会の進め方を改正し、一日で集中開催し、
　実習指導者に15名参加頂 いた。
  ・事前指導（2年）の外部講師による講話を2年後期から2年前期に早めて
　実施した。
○人間形成学科における実習指導の充実
　・保育所実習、施設実習及び幼稚園実習の時期と日数について検討し、時
　期は授業との関係で変更が難しいこと、日数は他の養成校と同じままにす
　る必要があることを確認した。
　　また、「保育実習Ⅰ」「保育実習指導Ⅰ」の担当者と、後期から開設の
　「保育実習Ⅱ」「保育実習指導Ⅱ」等の各担当者が今後もより緊密に連携
　して学生を指導していくことを確認した。
　　引き続き実習担当者間の協議を継続中。なお、3・4年生実習に関する合
　同授業（前期に2回実施）に加え、2～4年生の合同授業計画を計画中であ
　り、学生間の採用試験における実技試験等の情報共有化を計画中である。
 ※新たな取組として、子どもコース学生交流会（実習報告・就職対策）を企画
　し、実施した。

○目標実績
　・看護学部における臨地実習指導体制の整備
　　：実習指導者連絡会議開催　年1回開催
　・教育・保育・養護・社会福祉士実習における事前事後指導の充実
　　：事前事後指導科目　3以上  100％
　・学生の成績
　　：事前事後指導科目　Ｃ以上 94.0％

A

【高く評価する点】
・新たな取組として、「教職課程履修ガ
イド」の作成や子どもコース学生交流会
を企画・実施したことにより、学生の理
解が進み、意欲を喚起することができ
た。
・すべての事前事後指導科目で、3以
上を上回ることができた。また、学生の
成績も目標を上回った。

【実施（達成）できなかった点】

【実践力強化のための実
習教育の充実】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①看護実践能力育成のた
めの実習教育の充実
②人間社会学部における
実習教育の充実
③実習前後における学習
内容の充実
　

○達成目標
・看護学部における臨地
実習指導体制の整備
　　：実習指導者連絡会議
開催　年１回以上
・教育・保育・養護実習に
おける事前事後指導の充
実
　　：事前事後指導科目3
以上　75％
・学生の成績
　　：事前事後指導科目
Ｃ以上80％

1-1 【平成25年度計画】

1

２　専門教育
の充実
　専門教育
は、本学の
特色を活か
し、専門分野
だけでなく、
相互に他の
分野にも対
処できる能
力を育成す
る。
　人間社会
学部では、
現行のカリ
キュラム体
制の見直しと
再編を図り、
保健・医療・
福祉の現場
で中核となっ
て活躍する
福祉専門
職、心理専
門職、地域
マネジメント
に関する職
業人の育成
を図ってい
く。
　看護学部
では、社会
的に実践能
力の高い看
護職が求め
られており、
「学部におけ
る看護実践
能力を育成
するカリキュ
ラムの充実・
強化」が必要
である。健康
問題に対し
て広い視野
から柔軟に
対応し、創造
的な解決策
を提案できる
看護師・保健
師・助産師・
養護教諭の
育成を目指
す。なお、助
産師養成は
平成27年度
から大学院
修士課程に
移行する。
　また、専門
職としての規
範意識の向
上と職業倫
理の涵養を
強化する。
　さらに、高
度な地域保
健福祉の総
合的な実
践、保健福
祉サービス
供給のシス
テムの中枢
を担うことの
できる人材を
育成する大
学院教育の
充実を図る。
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1 1

1

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】
・充足率
　社会福祉、地域教育領域の大学院進
学希望者の多くが社会人であり、仕事
との両立という点で、交通の便におけ
る本学のハンデが入学者数達成の障
害となっていると思われる。博多駅サテ
ライトの利用、夜間・休日の開講等につ
いて検討する必要がある。 7

【高度専門職業人の人材育成】
＜人間社会学研究科＞
〇高度専門職業人の育成に向け、人間社
会学部の改革検討に合わせて大学院修士
課程のカリキュラムの見直し検討
　地域教育支援専攻
　　・カリキュラムの充実に向け、専攻のあり
方を協議する。
　　・授業科目間の連携に向けた協議を行
う。
　心理臨床専攻
　　・24年度に実施されたニーズ調査の結果
（臨床心理実習（学内）における事例検討会
に関する運営方法の検討、外部実習時間の
充実についての検討）及び資格認定協会の
実地視察の結果を踏まえて改善点を検討す
る。
　社会福祉専攻
　　・「地域福祉演習」を開講する。
　　・「ソーシャルワーク研究」「ソーシャル
ワーク演習」を実施する。

○達成目標
・充足率
　社会福祉専攻　　　　：100％
　心理臨床専攻　　　　：100％
　地域教育支援専攻　：100％

【高度専門職業人の人材育成】
＜人間社会学研究科＞
〇高度専門職業人の育成に向け、人間社会学部の改革検討に合わせて大学
　院修士課程のカリキュラムの見直し検討を行った。
　地域教育支援専攻
　　・カリキュラム改善のための学則変更案を研究科委員会に提案し、承認
　　　された。
　　・授業科目間の連携に向けた協議を実施した。
　心理臨床専攻
　　・事例検討会の運営方法は、発表資料の制限、発表等の時間配分を改善
　　　し、実施した。
　　・外部実習機関について、大学院生を対象にアンケートを実施した。現在、
　　　充実させる領域を検討した。実地視察により指摘された点について、
　　1）事務員の配置は、心理教育相談室の経費により8月から週1日で開始
　　　した。
　　2）施設については、改修整備案について検討した。
　　3）カリキュラムについては来年度より、学校臨床心理学を開講することを
　　　決定した。
　社会福祉専攻
　　・「地域福祉演習」（後期）を開講した。
　　・「ソーシャルワーク研究」（前期）、 「ソーシャルワーク演習」（後期）を開
　　　講した。

○目標実績
　・充足率（入学者数）/（入学定員）
　　　　　　　　　社会福祉専攻　　　　： 33.3％（2/6）
　　　　　　　　　心理臨床専攻　　　　：166.7％（10/6）
　　　　　　　　　地域教育支援専攻　　：   0％（0/3）

【平成25年度計画】 【平成25年度の実施状況】

【高度専門職業人の人材
育成】
＜人間社会学研究科＞

①高度専門職業人の育成
を重視したカリキュラム体
制にしていくため、人間社
会学部の改革検討に合わ
せて大学院修士課程の見
直し検討を行う。

○達成目標
・充足率
　（入学者数）／（入学定
員）　：100％

1-1 【平成25年度計画】

1

6

【平成25年度の実施状況】

【両学部連携による他の専
門職と協働できる実学的
専門教育科目の推進】
　
①保健・医療・福祉の現場
の専門職を招聘し「他の学
部の専門分野を学ぶ実学
的教育プログラム」の充実
を図るとともに、選択科目
としての単位化を検討す
る。
②「両学部で学ぶ専門的
連携科目」（「社会貢献
論」、「社会貢献論演習」、
「不登校・ひきこもり援助
論」、「不登校・ひきこもり
援助応用演習」）の充実を
図る。
③両学部の学生が共に海
外の保健・医療・福祉の現
場を訪れ、語学を学びな
がら現場体験を行う「海外
語学実習」の実習先の開
拓を行うとともに、その事
前準備のための「海外語
学演習」の充実を図る。
④社会貢献フォーラムと公
開卒論発表会の開催

○達成目標
・学生の成績　：Ｃ以上
80％

【両学部連携による他の専門職と協働でき
る実学的専門教育科目の推進】
○保健・医療・福祉の現場の専門職を招聘
して行う「他の学部の専門分野を学ぶ実学
的 教育プログラム」4講義の実施
○「両学部で学ぶ専門的連携科目」（「社会
貢献論」、「社会貢献論演習」、「不登校・ひ
きこもり援助論」、「不登校・ひきこもり援助
応用演習」）の実施
○「海外語学演習」「海外語学実習」の実施
○社会貢献論演習における成果の社会貢
献フォーラムにおける発表
○公開卒論発表会の開催を検討して実施す
る。

○達成目標
・学生の成績　：C以上80％

【両学部連携による他の専門職と協働できる実学的専門教育科目の推進】
○保健・医療・福祉の現場の専門職を招聘して行う「他の学部の専門分野を
　学ぶ実学的 教育プログラム」4講義を実施した。
　「子どもと関わるとき」（10/10、119人）、
　「薬害裁判で学んだこと」（10/30、149人)、
　「地域のあらゆる課題に寄り添うコミュニティワーカーの仕事」(11/20、48人)、
　「医療現場における倫理　～患者の人権と医療従事者の役割～」（11/27、
　 74人）
○「社会貢献論」（受講者：183人）、「不登校・ひきこもり援助論」（受講者：
　151人）、「不登校・ひきこもり援助応用演習」（受講者：7人）を実施した。
○「海外語学実習事前指導」（受講者：25人）を実施した。
○社会貢献論演習における成果を社会貢献フォーラムで発表した（1/28、
　参加者：学生28人、教職員14人）。
○公開卒論発表会（人間社会学部）を実施した（2/4、学外参加者14人）。

○達成目標
　・学生の成績　：97.9％

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

B1

1-1
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1 1

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】
・充足率
　昨年度（33.3％(4/12人)）からは上
がったものの本年度も50％(6/12人）に
とどまった。平成27年度予定の助産学
コースの開設を機に、定員充足に向け
た取組を進める。

No.1
「②入学者
選抜試験
（大学院）」

81

【平成25年度の実施状況】

【高度専門職業人の人材育成】
＜看護学研究科＞
○高度な看護専門職教育の充実
　・精神看護専門看護師コース開講
　・26単位の精神看護専門看護師コースの
学生の募集停止。38単位の精神看護専門
看護師コースの申請準備。
　・老年看護専門看護師コースの認定審査
申請
　・がん看護専門看護師コースの充実(継
続）
　・助産学コースの設置申請書作成
○現場看護職の研究支援及び相互交流に
よる高度実践能力の育成（継続）
○大学間のがんプロフェッショナル連携の構
築(継続）
　・ｅラーニングクラウド参加継続
　・ｅラーニングクラウド開講科目受講（１科
目以上／学生１人）
　・がんプロフェッショナル養成基盤推進プラ
ン会議参加

○達成目標
　・専門看護師教育課程増設準備ワーキン
ググループ会議の開催(５回以上）
　・充足率（入学者数）/（入学定員）：100％

【高度専門職業人の人材育成】
＜看護学研究科＞
○高度な看護専門職教育の充実
　・精神看護専門看護師コース開講
　　WG及び部会において検討を重ね、コース認定申請に向けての準備を行っ
た。
　・26単位の精神看護専門看護師コースの学生の募集停止。38単位の精神
　　看護専門看護師コースの申請準備
　　WG及び部会において検討を重ね、申請へ向けての準備を行った。
　・老年看護専門看護師コースの認定審査申請
　　当初、25年度の申請に向けて準備を行っていたが、看護系大学協議会の
　　認定結果の通知が平成26年2月となることが分かり、再度検討の結果、26
　　年度に認定審査申請を行うこととした。
　・がん看護専門看護師コースの充実(継続）
　　臨地実習施設と協議を重ね、実習に関する申し合わせやルール作りを実
施。
　　学会での学生の研究発表を実施した（看護科学学会、12月、大阪）。
　・助産学コースの設置申請書作成
　　助産学の3つのコースのカリキュラム（案）を作成し、申請準備を行った。
○現場看護職の研究支援及び相互交流による高度実践能力の育成（継続）
  　　研究協力（研究指導他）：6件、研究評議委員1件
　　　セミナー・研修会などの講師：24件
  　　実技研修及び支援：3件
  　　マザークラス運営実践指導：5回/年
  　　CNS実践研修（老年）12回/年
  　　看護協会研修（他県含む）：4件
  　　勉強会：がん看護勉強会5回/年、がん看護セミナー1回/年
  　　その他：1件
○大学間のがんプロフェッショナル連携の構築(継続）
　・ｅラーニングクラウド参加継続：継続中
　・ｅラーニングクラウド開講科目受講（１科目以上／学生１人）：9科目/3人（受
講者）
　・がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン会議参加：
　　テレビ会議2回、合同合宿研修参加（教員1 人、 学生3人）
　　2月の第5回九州がんプロ養成基盤推進協議会での研究課題報告会で
　　学生が研究報告を行った

○目標実績
　・専門看護師教育課程増設準備ワーキンググループ会議の開催：　10回
　　（集合会議5回、メール会議5回）
　・充足率：50％：(6/12)

【高度専門職業人の人材
育成】
＜看護学研究科＞

①高度な看護専門職教育
の充実
②現場看護職の研究支援
及び相互交流による高度
実践能力の育成
③大学間のがんプロフェッ
ショナル連携の構築

○達成目標
・充足率　（入学者数）／
（入学定員）　：100％
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1 1

9

【平成25年度の実施状況】

【他大学との連携による教育の充実】
＜人間社会学部＞
○公共社会学科、人間形成学科、社会福祉
学科の専門領域に応じた他大学との連携の
方向性を検討

＜看護学部＞
○ケアリングアイランド九州沖縄コンソーシ
アムの充実
　・NPO化に向けて検討する。
　・ケアリングアイランド九州沖縄コンソーシ
アム会議を開催する。
○連携８大学及びステークホルダーの代表
からなる共同教育連携運営協議会の開催
　・ホームページを更新し、ニューズレターを
発行する。
　・外部評価委員会による事業評価を実施
する。
○使命感育成を担当するキャリア像確立部
会を開催し、事業計画の検討・修正を行う。
　・キャリア像確立講義を試験的に実施す
る。
　・ナーシングキャリアカフェを開催する。
　・使命感尺度の開発のための聞き取り調
査を実施する。
　・連携大学の卒業生に対する離職率調査
を実施する。
○単位互換を担当する統一コード化部会を
開催し、事業計画の検討・修正を行う。
　・連携大学での国際協力看護領域及び災
害看護領域における講義の相互受講を試
験的に実施する。
　・キャリア像確立講義及び特徴科目におけ
る授業の一部をオンデマンド配信できるよう
コンテンツ化する。
　・新規付加価値コース授業群を検討する。
○合同短期研修を担当する研修調整部会
を開催し、事業計画の検討･修正を行う。
　・国際協力看護領域及び災害看護領域に
おける合同短期研修を試験的に実施する。
　・連携大学で実施している海外研修授業
の視察を行う。
　・新規付加価値コースにおける合同短期
研修を検討する。
　・大学連携・単位互換に関して、オレゴン看
護教員コンソーシアムへの視察を行う。

○達成目標
　・大学間連携による開講科目数　：１科目
　・ケアリングアイランド九州沖縄コンソーシ
アム会議　：対面会議　2回／年　：テレビ会
議　2回以上／年

【他大学との連携による教育の充実】
＜人間社会学部＞
　公共社会学科、人間形成学科、社会福祉学科の専門領域に応じた他大学と
の連携の方向性については、地域力を生む自律的職業人育成プロジェクトを九
州・沖縄23大学と連携し、推進した。  「インターンシップの高度化」案を決定し
た。

＜看護学部＞
○ケアリングアイランド九州沖縄コンソーシアムの充実
  ・NPO化に向け、コンソーシアム会議にて検討した。
  ・ケアリングアイランド九州沖縄コンソーシアム会議を計3回開催した。
○連携8大学及びステークホルダーの代表からなる共同教育「しなやかな使命
　感養成プロジェクト」連携運営協議会を計6回開催した。
  ・ホームページを随時更新し、ニューズレターを計2回発行した。
  ・外部評価委員会による事業評価については委員の日程調整の都合で、平
　 成26年4月に実施した。
○使命感育成を担当するキャリア像確立部会を計8回開催し、事業計画の検
　討・修正を行った。
  ・キャリア像確立講義を試験的に計6回実施した。
  ・ナーシングキャリアカフェを計24回開催した。
  ・使命感尺度の開発のための聞き取り調査を実施した。全連携校で実施が
　 済み、対象者は15人であった。
  ・連携大学の卒業生に対する離職率調査を2月に実施した。
○単位互換を担当する統一コード化部会を計7回開催し、事業計画の検討・
　修正を行った。
  ・連携大学での国際協力看護領域及び災害看護領域における講義の相互
　 受講を試験的に12/18に実施した。
  ・キャリア像確立講義及び特徴科目における授業の一部をオンデマンド配信
　 できるようコンテンツ化した。計7回の講義をコンテンツ化した。
  ・新規付加価値コース授業群を検討した。
○合同短期研修を担当する研修調整部会計6回を開催し、事業計画の検討・
　修正を行った。
  ・国際協力看護領域及び災害看護領域における合同短期研修を2回実施し
　 た。
  ・連携大学で実施している海外研修授業の視察を計2回行った。
  ・新規付加価値コースにおける合同短期研修を検討した。
  ・大学連携・単位互換に関して、オレゴン看護教員コンソーシアムへの視察を
　 行ったが、悪天候のため一部は中止となった。

○目標実績
  ・大学間連携による開講科目数　：2科目
  ・ケアリングアイランド九州沖縄コンソーシアム会議
　　：対面会議 3回　：テレビ会議　2回

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

【他大学との連携による教
育の充実】

・専門領域に応じた他大学
との連携による教育の充
実＜人間社会学部＞
・ケアリングアイランド九
州・沖縄コンソーシアムの
構築＜看護学部＞

①両学部において、専門
領域に応じた他大学との
連携プログラムを検証し、
実施する。
②看護学部においては、
ケアリングアイランド九州・
沖縄コンソーシアムを構築
し、講義の相互受講システ
ム、大学連携による授業
科目の提供など、教育の
充実を図る。

○達成目標
・他大学との連携プログラ
ムの件数　：1件以上／年
　＜人間社会学部＞
・大学間連携による開講科
目数　：１科目以上
　＜看護学部＞
・ケアリングアイランド九
州・沖縄コンソーシアム会
議
　　：対面会議　１回／年
　　：テレビ会議　2回以上
／年
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1

【学生による授業活動評価の実施と有効活
用】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
○学生による授業評価の実施（前期、後期）
・授業評価による授業改善目標の設定につ
いて教務部会と連携して実施する。
○授業評価の利用に関するＦＤセミナーの
開催
○学生による授業評価を聴取するため学生
座談会を実施する。
○学生による授業評価をＦＤにつなげる仕
組みについて、主として教務部会と協議し
H25年度実施に向け検討する。

○達成目標
・学生による授業評価結果を反映したFDセ
ミナーの開催　：年1回以上
・学生による授業評価の回収率　：各授業科
目の回収率70％以上

○学生による授業評価の実施（前期、後期）については、前期7月、後期1月に
　実施した。
　また、「平成24年度　学生による授業評価報告書」を刊行・配布した。
　
○授業評価の利用に関するＦＤセミナーについては、以下のとおり実施した。
　　　学生相談室共催ＦＤセミナー　(1/29)
　　　　「学生に相談された時の対応のコツ」　講師：本学教員
　　　ＦＤセミナー　(3/4)
　　　　「学生たちをどう理解するか－授業改善の基本として」　講師：外部講師
○学生による授業評価を聴取するため、学生座談会等を実施した。
○学生による授業評価をＦＤにつなげる仕組み
　・授業ごとの授業評価アンケート結果を学長・各学部長（教務部会長）、各授
　 業担当者に送付（前期分10月、後期分26年4月）して共有化を図り、各学部
　 教務部会においてディプロマポリシー（ＤＰ）に対応するカリキュラムポリシー
　 （ＣＰ）の実現に向けた参考資料とすることとした。

○達成目標
・学生による授業評価結果を反映したFDセミナーの開催　：　2回
・学生による授業評価の回収率　：各授業科目の回収率　84.9％

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

10

３　教育効果
を検証する
システムの
構築

　十分な教
育と厳格な
成績評価を
行い、確実な
知識と技術
を身につけ
た専門職業
人を育成す
る。
その教育効
果を検証す
るための評
価システムを
構築する

【学生による授業評価の実
施と有効活用】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①学生による授業評価の
継続的実施（前期、後期）
とその結果に基づくＦＤセミ
ナーの開催などを通じて
教育内容の改善を図る。
　また学生との座談会等を
実施する。

○達成目標
・学生による授業評価結果
を反映したFDセミナーの
開催
　　：年1回以上
・学生による授業評価の回
収率
　　：各授業科目の回収率
70％以上
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

No.8
「資格試験
合格率、免
許の取得」

No.18
「就職状況」

11

【アウトカム評価システム
の充実】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①就職先へのアンケートを
実施する。
②卒業生の実態を把握す
るアンケートを実施する。
③就職先の評価、卒業生
の実態、就職先等を総合
的に評価し、対応を考える
システムを作る。
　

○数値目標
・アンケート内容の見直し
：年1回以上
・就職率（就職者数／就職
希望者数）　：95％以上
・国家試験合格率
　看護師　：98％以上
　保健師　：90％以上
　助産師　：90％以上
　社会福祉士：70％以上
　精神保健福祉士：70％以
上

1-1 【平成25年度計画】
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【平成25年度の実施状況】

【アウトカム評価システムの充実】
＜人間社会学部＞
○就職先アンケート内容の検討を行い、ア
ンケートを実施する。
　・就職先アンケートを継続的に実施する。
　・就職先アンケートの結果を分析し、来年
度の実施に向けて結果を反映させる（アン
ケート項目の修正や拡充）。
　・各学科及びキャリアサポートセンター間
でキャリア支援に関する情報を共有するとと
もに、効率的な役割分担を進める。
　・卒業予定者の就職活動状況を把握する
アンケートを早期に実施する。
　　その結果に基づきキャリアサポートセン
ター等と連携して学生への情報提供や個別
指導を行う。
○アウトカム評価システム（案）を策定する。

＜看護学部＞
○就職先アンケート等により教育ニーズを
把握するとともにきめ細かな国家試験対策
を行う。
　・国家試験不合格者に対して、定期的に（6
月・11月）連絡をとり、状況を把握し、個々に
応じた支援を行う。
　・就職先アンケート調査を実施し，教育
ニーズを把握する。
　・ゼミ担当教員と連携し，病院・施設の情
報提供や就職相談を実施する。
　・国家試験対策として，定期模試の実施と
結果を把握し，強化すべき領域の補講，全
体・個別に実施する（保健師領域は補講時
間を増加）。
　・成績低迷者向けの強化プログラムを実施
する。
　・ゼミ担当教員と連携し，精神面でのサ
ポートを行う。

○達成目標
　・アンケート内容の見直し　：年1回以上
　・就職率（就職者数／就職希望者数）：
95％以上
　・国家試験合格率　看護師　：98％以上
　　　　　　　　　　　　　保健師　：90％以上
　　　　　　　　　　　　　助産師　：90％以上
　　　　　　　　　　　　　社会福祉士：70％以上
　　　　　　　　　　　　　精神保健福祉士：70％
以上

【アウトカム評価システムの充実】
＜人間社会学部＞
○就職先アンケートを実施した。
・平成22年3月～平成24年3月の卒業生の就職先に対してアンケートを実施し
た。（平成26年3月、郵送数226）

・キャリアサポートセンターの利用状況についてとりまとめ、各学科にデータを
　提供し、学生の就職活動に関する情報の共有を図った。
・卒業予定者の就職活動状況の把握は、各学科でアンケートや面談を行い、
　その結果に基づき個別指導を行った。
○アウトカム評価システム案を作成した。

＜看護学部＞
○就職先アンケート等により教育ニーズを把握するとともにきめ細かな国家
　試験対策を行う。
　・国家試験不合格および前期卒業生と連絡を取り、受験希望8人の受験手続
　　等を実施した。
　・就職先を含めた、101施設に対してアンケート調査を実施した。教育ニーズ
　　として，職員採用要件の上位3つおよび，学生時代に養ってほしい能力に
　　ついて回答を得，結果を教員，学生にアナウンスした。
　・学生の就職状況について，ゼミ担当教員と連携し進めるとともに，病院・施
　　設からの情報は掲示場所に提供し，さらに教員及び学生に向けてメールで
　　発信した。
　・国家試験対策として看護師模試6回、保健師模試4回、助産師模試3回を
　　実施した。結果を受けて、 看護師・保健師国家試験対策（補講）をそれぞれ
　　3日間実施した。
　・模試の成績低迷者向けの強化プログラムをeラーニングで実施。並行して、
　　看護師国家試験過去問小テストおよびやり直しを求め、個別指導も合わせ
　　て実施した。
　・ゼミ担当教員と連携し，個別に学生への精神面でのサポートを行った。

○目標実績
  ・アンケート内容の見直し　：1回（項目及び内容を一部変更）
　・就職率（就職者数/就職希望者）　：98.0%
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人間社会97.4％、看護98.9％）
　・国家試験合格率
　　看護師　：97.6％
　　保健師　：93.9％
　　助産師　：100％
　　社会福祉士　：70.6％
　　精神保健福祉士　：100％

３　教育効果
を検証する
システムの
構築

　十分な教
育と厳格な
成績評価を
行い、確実な
知識と技術
を身につけ
た専門職業
人を育成す
る。
その教育効
果を検証す
るための評
価システムを
構築する
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1

【高く評価する点】
・教員の大学院FD研修会の参加率が
100%に達した．

【実施（達成）できなかった点】

13

【教員のＦＤ活動の推進】
＜人間社会学研究科＞＜看護学研究科＞
○大学院ＦＤ活動の推進

攻1回以上）

回）

（2回以上）

回）
　・大学院生へのアンケート実施（1回）
　　　カリキュラム、授業、実習、修士論文作
成等の観点及び総合評価について満足度
を問う
　・アンケート結果をもとにした大学院生参
画によるFD会議の開催（1回）
　・大学院生参画FD会議において策定した
提案について関係機関への回答依頼

○達成目標

加1回以上の教員：95％

【教員のFD活動の推進】
＜人間社会学研究科＞＜看護学研究科＞
○大学院ＦＤ活動の推進
　・各専攻によるＦＤ研修会議：大学院生へのアンケート結果に基づいて開催し
　 した。
　・学外の講師によるＦＤセミナー：3/5に開催した。
　・学外で開催されるＦＤセミナー参加：日本教育工学会に2人，大学教育研究
　 フォーラムに1名の部会員を派遣した。
　・学内の講師によるＦＤセミナー：日本教育工学会の報告会を10/30に開催し
　 した。
　・大学院生へのアンケート：アンケート用紙を配布・回収し，内容を検討した。
　・院生参画によるFD会議：対象院生を選抜し，12/18に開催した。
　・関係機関への回答依頼：提案事項を取りまとめ、研究科委員会に回答を
　 依頼した。
　・ＦＤ活動の整理と記録：担当箇所を部会員で分担し，作成後、学内全教員に
配布した。

○目標実績
　� 大学院教員の大学院ＦＤ研修会への参加1回以上の教員：100％
　� 大学院生の満足度：「中」以上：96.6％

12

【教員のＦＤ活動の推進】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
○ＦＤセミナーを3回にわたり実施し、各セミナーにおいてアンケートをとり、授業
　改善に活かされたか検証した。
第１回　情報処理センター運営部会共催 ＦＤセミナー　(11/27)
　　　　　「eラーニングの取組　－佐賀大学の事例より－」　講師：外部講師
第２回　学生相談室共催ＦＤセミナー　(1/29)
　　　　　「学生に相談された時の対応のコツ」　講師：本学教員
第３回　ＦＤセミナー　(3/4)
　　　　　「学生たちをどう理解するか－授業改善の基本として」 講師：外部講師
○教員間の授業参観システムについて「授業参観要領」を作成して教員に公
　開（8月）し、教員意見を集約の上12月に実施した。
○公開授業の方法や効果的な実施に向け関係部局との調整を行い、12月に
　公開授業を実施した。

○達成目標
　・ＦＤ研修会等教員参加率　：95.1％
　・学生の成績　：両学部の常勤教員の全教科において　C以上91.2％
　・教員間の授業参観システム　：人間社会学部での試行　1回実施

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

A

【平成25年度の実施状況】

【教員のＦＤ活動の推進】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
○ＦＤセミナー（ワークショップや研修会な
ど）を企画・実施し、授業改善に活かされた
かを検証する。
○教員間の授業参観システムのフォーム作
成と試行
○公開授業の方法や効果的な実施に向け
た課題の整理及び試行

○達成目標
　・ＦＤ研修会等教員参加率：95％
　・学生の成績＜人間社会学部＞＜看護学
部＞
　　　　　：両学部の常勤教員の全教科にお
いて　C以上80％
　・教員間の授業参観システム：人間社会学
部での試行　年1回以上

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

No.10
「FD」

４　教員の教
育能力の向
上

　学生にわ
かりやすい
授業を提供
するために
教員の教育
力の向上を
図る

【教員のＦＤ活動の推進】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①ワークショップや研修会
などを企画し、実施し、授
業改善に活かされたかを
検証する。
②教員間の授業参観シス
テムの構築
③Best Teacherによる公
開授業の実施

○達成目標
・ＦＤ活動等への教員参加
率　：100％
・学生の成績
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞
　　：両学部の常勤教員の
全教科において　C以上
80％
・教員間の授業参観シス
テムの構築
　　：教員間の授業参観を
実施　年1回以上

1-1 【平成25年度計画】

1
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1 1 【平成25年度計画】 【平成25年度の実施状況】【他大学や実習先の職員
との合同研修による教師
力向上戦略の推進】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①看護学部と臨床との看
護ユニフィケーションを構
築し、教員の臨床での継
続教育への参画を企画、
実践していく。
②大学と臨床現場との看
護実践・教育・研究が有機
的に連携するために、臨
床教授等と協働したワーク
ショップや講習会などを企
画し、実習指導力を向上さ
せる。
③両学部と他大学との情
報共有しながら、教育能力
向上のための合同研修会
などについて、検討及び実
施する。

○達成目標
・臨床との共同研究数　：
年に1件以上
・教員・指導者講習会実施
数　：年に1回以上
・教員の臨床継続教育者
数　：年に1人以上
・他大学との合同FD開催
数　：年に1回以上

1-1

1

【他大学や実習先の職員との合同研修によ
る教師力向上戦略の推進】
＜人間社会学部＞
○他大学との合同研修会などの検討
　・社会福祉養成協議会九州ブロックの加盟
校として、研究大会及び合同研修会等を検
討・実施する。
○ブラッシュアップのためのセミナーのH26
年度開講（案）の検討

〈看護学部〉
○臨床と教育研究との連携を図り、以下の
取組を行う。
　・臨床との共同研究を実施
　・教員と臨床教授等の合同講習会　実施
　・実習に関する他大学との研修会、FD等
の検討

○達成目標
　＜看護学部＞
　・臨床との共同研究を実施　（1件以上／
年）

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

B

＜人間社会学部＞
○他大学との合同研修会などの検討
  ・社会福祉士養成校協会の九州ブロック役員校運営委員会(9/29)で研修計
　　画について検討し、九州ブロック研修会「認定社会福祉士養成について」を
　　開催した(11/17)。
    九州ブロック研究大会に参加した（2/25）。

○ブラッシュアップセミナーH26年度開講のため、実習の事前説明会の機会を
　 活用してセミナーを開催することを検討した。

＜看護学部＞
○臨床と教育研究との連携を図り以下の取組を行う。
  ・臨床との共同研究を実施（地域、小児、女性、老年、在宅、学校保健6領域
　 で実施）
  ・教員と臨床教授等の合同講習会　（9/20実施　69人）
  ・実習に関する他大学との研修会（地域看護、女性看護、老年看護で実施）

○達成目標
＜看護学部＞
　・臨床との共同研究を実施：6件

14
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1

15

５　優秀な学
生の確保
　　本学の教
育目標にか
なった、健や
かで心豊か
な福祉社会
の創造に夢
と意欲をもつ
学生を質・量
ともに確保す
る。

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

B

【アドミッションポリシーに合った質の高い学生の確保】
＜学部＞
〇アドミッションポリシーに合った質の高い学生を確保するために、以下の取組
　を行った。
　・入試時の成績や入試形態などと入学後の成績との関連について、試行的に
　　分析を行い、個人情報保護上の問題等、今後の課題を確認した。
　・人間社会学部の改革に伴うアドミッションポリシーの変更並びに入試選抜方
　　式の見直しの検討については、改革案完成が年度末となったため、次年度
　　以降に検討を行うこととした。
　・今後の高大連携事業について、ニーズ調査や高校との意見交換を行い、
　　報告書を作成した。
○特記事項
　・公共社会学科の募集人員について、変更する検討を開始した。

＜大学院＞
○大学院入試部会を７回開催し、現状分析と、アドミッションポリシーの見直し
　を行った。現状は、臨床心理士資格取得につながり、学部からの進学者が
　中心となる心理臨床専攻の志願者が多い。社会人の志願者が中心となる
　専攻は志願者が少ない。
○大学院入試説明会の実施：人間社会学研究科では学部学生を対象に、看護
　学研究科では臨床指導会の際に実施した。オープンキャンパス（夏、秋）でも
　実施した。

○目標実績
　・一般入試の志願倍率（志願者数／募集人員）
　　公共社会学科4.0倍　社会福祉学科4.8倍　人間形成学科9.6倍
　　看護学科5.1倍
　・両学部における辞退率：24.8％
　・充足率＜大学院＞　（入学者数／入学定員）
　　：大学院における充足率　66.7％（18/27）
　・出前講義及びアンケート：回数26回　良好評価　98.9％

【高く評価する点】
＜学部＞

【実施（達成）できなかった点】
＜学部＞
・一般入試の志願倍率（公共社会学
科、社会福祉学科、看護学科）
　次年度以降、広報戦略の見直しや人
間社会学部の改革により、目標達成を
目指す。
＜大学院＞
・充足率
　人間社会学研究科においては、進学
希望者の多くが社会人であり、交通の
便における本学のハンデが障害となっ
ていると思われることから、博多駅サテ
ライトの利用、夜間・休日の開講等につ
いて検討する。
　看護学研究科においては、平成27年
度予定の助産学コースの開設を機に、
定員充足に向けた取組を進める。

No.1
「入学者選
抜試験」

No.5
「出前講義」

【アドミッションポリシーに
合った質の高い学生の確
保】

①学部・大学院で育成す
べき学生像に沿って定め
た学生・院生の受け入れ
方針をもとに行っている選
抜方法が効果的な方法で
あるかを検討する。
②入試時の成績や入試形
態などと入学後の成績と
の分析を行い、選抜方法
などの見直しを行う。
③高校や高校生との連携
を深めるための高大連携
事業について検討・実施
する。
④大学院の入試説明会を
見直しながら実施する。

○達成目標
・志願倍率＜各学科の志
願倍率（一般入試）＞
　（志願者数／募集人員）
　：公共社会学科　6.5倍以
上
　社会福祉学科　6.0倍以
上
　人間形成学科　7.5倍以
上
　看護学科　　　　5.5倍以
上
・辞退率＜各学科＞
　（辞退者数／合格者数
(追加除く)）
    ：両学部における辞退
率　25％以下
・充足率＜大学院＞
　（入学者数／入学定員）
　　：大学院における充足
率　100％
・出前講義数及びアンケー
ト
　　：出前講義（体験学習
含む）　20回以上、
      良好評価75％以上

【アドミッションポリシーに合った質の高い学
生の確保】
＜学部＞
〇アドミッションポリシーに合った質の高い
学生を確保するために、以下の取組を行う。
　・入試時の成績や入試形態などと入学後
の成績との関連について分析を行う。
　・人間社会学部の改革に伴い、アドミッショ
ンポリシーの変更を検討する。
　・人間社会学部の改革に伴い、入試選抜
方式の見直しを検討する。
　・今後の高大連携事業について、ニーズ調
査や高校との意見交換を行う。

＜大学院＞
○大学院入試部会を複数回開催し、現状分
析を行い、アドミッションポリシーに合った質
の高い学生の確保について改めて検討す
る。
○大学院入試説明会の実施

○達成目標
　・一般入試の志願倍率（志願者数／募集
人員）
　　　公共（6.5倍）、社福（6.0倍）、形成（7.5
倍）、看護（5.5倍）
　・両学部における辞退率（辞退者数/合格
者数(追加除く)）：25％以下
　・充足率＜大学院＞　（入学者数／入学定
員）
　　　：大学院における充足率　100％
　・出前講義数及びアンケート　：20回以上、
良好評価75％以上
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1 1 【積極的な広報活動】

①大学紹介のパンフレット
の内容を改善する。
②入試説明会の依頼には
積極的に応じて大学をＰＲ
する。
③オープンキャンパスは毎
年アンケートをとり、実施
内容を評価しながら改善
に取り組む。
④ホームページの入試
ページの更新、内容の工
夫をする。
⑤大学祭など大学に外来
者が来訪する機会を捕ら
えて、パンフレット配布等
のＰＲを行う。

○達成目標
・オープンキャンパス参加
者数及びアンケート
　：1000名以上、良好評価
75％以上
・入試説明会参加者数及
びアンケート
　：10会場、良好評価75％
以上
・訪問高校数及びアンケー
ト
　：30校、良好評価75％以
上

【平成25年度計画】 【平成25年度の実施状況】

No.3
「高校訪問」

No.4
「入試説明
会」

No.5
「出前講義」

No.6
「オープン
キャンパス」

16

1-1

【積極的な広報活動】
○ 広報活動等の改善の検討
　・ワーキンググループの報告に基づいて受
験生等が求める入試説明会について、実施
方法を再検討する。
　・受験生等の知りたい入試情報を提供する
との視点に立ち、高校訪問の実施方法を再
検討する。
○広報活動等の実施・修正
　・大学紹介パンフレットの作成
　・入試説明会への参加と大学ＰＲの実施
　・オープンキャンパスでのアンケート実施・
評価
　・ホームページの入試ページの内容を検
討し、改善する
　・大学祭等での来訪者へのパンフレット配
布

○達成目標
　・オープンキャンパス参加者数及びアン
ケート
　　　：1000名以上、良好評価　75％以上
　・入試説明会参加者数及びアンケート
　　　：10会場、良好評価75％以上
　・訪問高校数及びアンケート
　　　：30校、良好評価75％以上

1

【積極的な広報活動】
○広報活動改善の検討
　・現在行っている情報提供（入試説明会、高校訪問、出前講義、オープン
　　キャンパス、大学案内配布）はそれぞれ満足度が高いので、それを継続
　　しつつ、内容を充実した。
　・受験生が最終的に本学受験を決意するセンタ−試験の時期の情報提供
　　を検討した。また福岡県外の高校への情報提供及び本学受験を希望する
　　個人への情報提供（例：ニューズレター）を検討した。
○広報活動等の実施・修正
　・大学紹介パンフレットの発行を6月初旬に早めた。
　・入試広報活動手許資料を5月に作成し、入試説明会等での広報活動に役
　 立てた。
　・夏のオープンキャンパス時に高校教員向けの説明会を実施した。
　・夏のオープンキャンパスでアンケートを実施し、内容を精査した。
　・ホームページの入試情報の内容を精査し更新を早めた。加えて出前講義
　 情報を更新した。
　・大学祭等で来訪者へパンフレットを配布した。

○目標実績
  ・オープンキャンパス参加者数及びアンケート
    参加者数 1,702人（夏1,563人、秋139人）、良好評価　96.3%
  ・入試説明会参加者数及びアンケート
    11会場（172人参加）、良好評価 98.7%
  ・訪問高校数及びアンケート
    37校（1,103人参加）、良好評価 96.6%

A

【高く評価する点】
・入試広報活動手許資料を作成した。
・オープンキャンパスの参加者が目標
の170％に達した。

【実施（達成）できなかった点】
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1６　学生支援
の充実
　学生の学
習意欲を高
める仕組み
づくりを行う
とともに、入
学から卒業
後までの
キャリア形成
支援体制を
充実させ、学
習・就職活動
を支援する。

【入学から卒業後までの
キャリア形成支援体制の
強化】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①キャリアサポートセン
ターの個別相談機能を強
化するとともに、センターと
各学部・学科との連携を深
め、学生一人ひとりに対応
したキャリア形成支援を行
う。
②1年次から4年次までの
系統的キャリア形成支援
講座の仕組みづくりを行
い、実施する。また、キャリ
アサポートセンターの個別
支援と連動させ、個々の
学生の必要に応じた受講
を促す。
③1～2年次に行うプレ･イ
ンターンシップを充実さ
せ、3年次以降のインター
ンシップにつなげる。
④マイキャリポケット（社会
貢献活動記録帳）を活用し
た社会貢献活動やイン
ターンシップ等の単位認定
の仕組みを導入し、社会
貢献・ボランティア支援セ
ンターと連携しながら実施
する。
⑤未就職の卒業生や離
職・転職した卒業生などに
対して、概ね卒業後1年
間、継続的なキャリア形成
支援を行う。
⑥優秀学生の表彰制度の
構築やドロップアウト予防
の学習支援体制の構築
等、GPA制度の有効活用
について検討・実施する。

○達成目標
・プレインターンシップ及び
インターンシップ後の学生
アンケート
　：良好評価　75％以上
・キャリア形成支援講座参
加者アンケート
　：良好評価　75％以上
・GPA制度の活用状況調
査
　：GPA2.0未満の学生面
接率100％
・表彰制度の実施　：表彰
の実施（年1回）

【平成25年度計画】 【平成25年度の実施状況】

No35
「キャリアサ
ポートセン
ター利用状
況」
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【入学から卒業後までのキャリア形成支援
体制の強化】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
○学生のキャリア形成支援
　・キャリアサポートセンターの個別相談機
能の強化として、4人のカウンセラーと学生
支援班で事例検討を実施する。
　・キャリアサポートセンターと各学部・学科
との連携を深めるため、教員とセンターの情
報の共有化を図り、学生一人ひとりに対応し
たきめ細かなキャリア形成支援を行う。
○1年次から4年次までの系統的キャリア形
成支援講座の仕組みをH26年度実施に向け
検討する。
○1～2年次に行うプレ･インターンシップを
充実させ、3年次以降のインターンシップに
つなぐ。
○マイキャリポケット（社会貢献活動記録
帳）を活用したインターンシップの単位認定
を、正規の授業として実施する。
○未就職の卒業生や離職・転職した卒業生
などに対して、概ね卒業後1年間の経過につ
いて調査を行う。
○優秀学生の表彰制度を実施し、GPA制度
を活用したドロップアウト予防の学習支援を
実施する。

○達成目標
　・プレインターンシップ及びインターンシップ
後の学生アンケート
　　：良好評価　75％以上
　・キャリア形成支援講座参加者アンケート
　　：良好評価　75％以上
　・GPA制度の活用状況調査
　　：GPA2.0未満の学生面接率100％
　・表彰制度の実施　：表彰の実施（年1回）
　・キャリアサポートセンター利用数　：利用
者実数：250人以上、延べ1100件以上

2

【入学から卒業後までのキャリア形成支援体制の強化】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
○学生のキャリア形成支援
　・キャリアサポートセンターの個別相談機能の強化として、4人の外部カウンセ
　 ラーと学生支援班で事例検討会を実施した（2回開催)。
　・教職員間の情報の共有化を図り、学生一人ひとりに対応したきめ細かな
　 キャリア形成支援を行った。キャリアサポートセンターと各学部・学科との連
　 携を深めるため進路・就職委員会を発足し、その下に3つの小部会を設置、
　 「一般法人・公務員（行政）小部会」、「国試・公務員（保育・福祉）・進学等小
　 部会」、を各1回、「看護学部小部会」を12回開催した。
○1年次から4年次までの系統的キャリア形成支援講座の仕組みについて、
　学生支援班と就業力向上支援室で情報を共有し、H26年度実施に向け検討
　した。
○プレ・インターンシップからインターンシップを55%(11名)が体験した。グループ
　ディスカッション、ポスターセッションを取入れた学修を実施し課題発見、学習
　意欲を深めた。
○マイキャリポケット（社会貢献+H30活動記録帳）を活用したインターンシップ
　の単位認定を正規の授業として実施した。(受講者：31人)
○未就職の卒業生や離職・転職した卒業生などに対して、概ね卒業後1年間の
　経過について調査 就職希望で未就職のまま卒業した学生に対し、学生支援
　班から既卒者向けの求人情報や就職に向けたインターンシップの案内などを
　メール等で情報提供した。その結果、3人就職し、今後 も継続した取組を行う。
　また、キャリアサポートセンターで既卒者向けの求人コーナーを設置し、既卒
　者支援の充実を図っている。
○優秀学生の表彰制度は学位授与式で実施し、GPA制度を活用したドロップ
　アウト予防の学習支援は継続して実施した。

○目標実績
　 ・プレインターンシップ及びインターンシップ後の学生アンケート
　　：良好評価　100.0%（インターンシップ受け入れ先17企業・団体からの学生
　　　　　　　　　　　　　　　評価結果)
　　：良好評価　100.0%（プレ・インターンシップ学生評価結果)
   ・キャリア形成支援講座参加者アンケート　：良好評価　98.7%
   ・GPA制度の活用状況調査
    ：GPA2.0未満の学生面接率　100％
 　・表彰制度の実施　：表彰の実施（年1回）
   ・キャリアサポートセンター利用数　：利用者実数：261人、延べ1,102件

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

－24－



福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1

1

19

【平成25年度の実施状況】

【大学院生支援の充実】
○大学院生への相談体制の具体策の検討
＜地域教育支援専攻＞
　・社会人を含む院生の実態を踏まえ、相談
体制を改善する。
＜心理臨床専攻＞
　・H24年度実施したアンケート（実習に伴う
交通費の支援、心理検査用具の充実、その
他）の結果を踏まえ改善点を検討する。
＜社会福祉専攻＞
　・現在、各担当教員は学生のニーズや希
望する開講・相談時間について合わせられ
るように調整している。今後も継続して取り
組んでいく。

　＜看護学研究科＞
　・大学院生からの要望（学習環境・連絡体
制・個別問題等）について、学務部会やFD
部会と連携し、体制を整える。

○研究助成金制度の検討
○卒業生の大学院入学金減免措置の実施
に向けた検討
○国内学会参加費補助金制度の検討

【大学院生支援の充実】
○大学院生への相談体制の具体策の検討
＜地域教育支援専攻＞
　・社会人を含む院生の実態を把握し、特別研究担当教員等が大学院生の学
　 生生活に係る問題の相談に対応できる相談体制を整備した。
＜心理臨床専攻＞
　・実習に伴う交通費の支援については後援会支援の周知を行った。
　 遊戯療法のための玩具及び心理検査用具について学生の意見を集約し、
　 玩具および検査用具を充実させた。
＜社会福祉専攻＞
　・各担当教員ごとに、他の職務の許す範囲で学生のニーズ、希望開講・相談
　 時間に対応した。
＜看護学研究科＞
　・学習環境・連絡体制・個別問題等、昨年度整えた体制の課題点について
　 情報をもとに検討し、改善を図った。

○研究助成金制度については、情報収集をもとに検討を行った。
○卒業生の大学院入学金減免措置については、情報収集をもとに実施に向け
　た検討を行った。
　看護学研究科においては、県外卒業生の減免措置について検討を行った。
○国内学会参加費補助金制度については、情報収集をもとに検討を行った。

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】
・学生フェスティバルの開催日が、会場
となった大学の都合により、福岡県立
大学の学園祭と重複してしまったため
に、県立大学からの参加学生数が5名
に留まった。
　県大学園祭との重複を受け、博多で
おこなわれる学生対面会議を予定の2
回から13回に開催を増やし、県立大学
生が、学生フェスティバルの企画運営
に関して積極的に関与することを可能
とした（延べ18人企画運営の会議に参
加した）。

18

【大学院生支援の充実】

①大学院生の入学から修
了までの学生生活支援、
教育研究活動支援を行
う。
　具体的には、学習及び
研究環境に対する相談体
制を整えるとともに、大学
院生研究助成制度の新
設、本学卒業生の大学院
入学金減免措置について
大学独自の奨学金の創
設・活用の検討・実施、大
学院生の国内学会参加費
補助制度の構築などを行
う。

○達成目標
・助成金の実施状況　：3件
以上／年
・国内学会参加費補助制
度の活用件数　：4件以上
／年

1-1 【平成25年度計画】

1

【大学間の学生コンソーシ
アムの構築】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①九州沖縄の大学間の学
生コンソーシアムを構築
し、学生間の交流を促進
し、学生が主体的に学生コ
ミュニティを作り、大学生と
しての「学びの文化」の創
造を目指す。

○達成目標
・学生フェスティバルの開
催
　　：1回／年
　　　学生参加数　県立大
学から20名以上
・学生コンソーシアム会議
の開催　：対面会議　2回
以上／年

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

【大学間の学生コンソーシアムの構築】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
○九州沖縄の大学間の学生コンソーシアム
事業の実施
　・学生コンソーシアムを支援する教員の体
制づくり
　・ケアリングSNSを活用した学生交流の促
進
○学生コンソーシアム会議の開催
○学生フェスティバルの開催

○達成目標
　・学生フェスティバルの開催　　：1回／年、
　　　　学生参加数　県立大学から20名以上
　・学生コンソーシアム会議の開催　：対面
会議年2回

【大学間の学生コンソーシアムの構築】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
○九州沖縄の大学間の学生コンソーシアム事業の実施
  ・学生コンソーシアムを支援する教員の体制は構築した。
  ・ケアリングSNSを活用した学生交流の促進は随時実施した。
○学生コンソーシアム会議は計13回開催した。
○学生フェスティバルを11/9に聖マリア学院大学の学園祭に合わせて開催
　 した。

○目標実績
  ・学生フェスティバルの開催　　：1回／年、　学生参加数5人
  ・学生コンソーシアム会議の開催　：対面会議年13回
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1

1

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

21

【IT教育システムの充実】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
〇eラーニングシステムの教育効果を上げる
ための活用方法を検討。
　　・教員向け講習会の実施
○eラーニングシステムの改善の検討
○コース開設数調査の実施
   数値目標　90コース開設
○学生の利用率調査の実施
　 ・学生利用率の達成目標を前倒しで設定

○達成目標
　・eラーニングコース開設数　：90コース
　・学生の利用率　：70％以上

【IT教育システムの充実】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
〇eラーニングシステムの教育効果を上げるための活用方法を検討
  ・教員向け講習会を3回実施した。
　 「eラーニングシステム研修会」　（7/31：参加者28名、10/2:参加者25名）。
　 アンケート評価（役立った）100%
　 「eラーニングの展開－佐賀大学の事例より－」
　 （11/27：参加者42人(職員含む)）
〇eラーニングシステムの改善の検討
　・eラーニングシステム使用に関するアンケートを学生(両学部1年生)に実施。
　結果を踏まえ、掲示板の削除方法を改良。アンケート集計のシステムの改変
　の希望については、検討を行っていく。
〇コース開設数調査の実施
　前期：51コース（他に学外2コース）、後期：41コース（他に学外1コース）、
　全体で92コース（他に学外3コース）を開設した。
〇学生の利用率調査の実施
  ・利用率調査
　 通年　：全体845名（82.3%）、人間社会学部522名（77%）、看護学部323名（93%）

〇目標実績
　・eラーニングコース開設数：92コース（他に学外3コース）
　・学生利用率：
　 通年　：全体845名（82.3%）、人間社会学部522名（77%）、看護学部323名（93%）

【社会人が学びやすい学
習環境の充実】
＜人間社会学研究科＞＜
看護学研究科＞

①社会人が学びやすい学
習環境の充実（サテライト
教室の整備充実）
②既修得単位認定システ
ムの整備（システムの明文
化とＨＰでのインフォメー
ション）
③指導システムの充実
④研究生制度の積極的活
用

○達成目標
・アンケートによる満足度
　 ：参加した社会人のアン
ケート調査における
　　良好評価　70％以上

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

【社会人が学びやすい学習環境の充実】
＜人間社会学研究科＞＜看護学研究科＞
○ホームページの大学院のトップページに
「社会人が学びやすい学習環境の整備」の
項目を追加し、平成24年度に決定した内容
を掲載する
○博多サテライト教室の利用科目数の実態
把握
○博多サテライト教室での授業参加者（学
生と本学の教員）を対象にした満足度調査
○e-learningでのレポート提出とコメントの
フィードバックの実施科目数の実態把握
○図書館のデータベースの学外からの利用
者数(アクセス数)の実態把握

○達成目標
　 ・博多サテライト教室での授業参加者の
全体満足度：普通以上70％
　

【社会人が学びやすい学習環境の充実】
＜人間社会学研究科＞＜看護学研究科＞
○ホームページの大学院のトップページに「社会人が学びやすい学習環境の
　整備」の項目を追加し、平成24年度に決定した内容を掲載した。
○博多サテライト教室の利用科目数の実態把握を行った。
○博多サテライト教室での授業参加者（学生と本学の教員）を対象にした満足
　度調査を実施した。
○e-learningでのレポート提出とコメントのフィードバックの実施科目数の実態
　把握を行った。
○図書館のデータベースの学外からの利用者数(アクセス数)の実態把握を
　行った。

○達成目標
　 ・博多サテライト教室での授業参加者の全体満足度：普通以上75％

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

20

７　学習環境
の充実
　学部生及
び大学院生
がインター
ネット社会に
対応した学
習環境の中
で、学習でき
る環境を整
備する。また
社会人学生
が学習しや
すい体制を
整備すること
で、大学院
志願者の増
加をめざす。

【IT教育システムの充実】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

学生の自主的学習を促す
ために、授業時間外の学
習を支援するeラーニング
システムの活用を推進す
る。
①eラーニングシステムの
教育効果を上げる活用方
法を検討する。
②eラーニングシステムを
改善する。
③一定のコース開設数を
維持する。
④一定の学生の利用率を
維持する。

○達成目標
・eラーニングコース開設数
：100以上（平成26年度以
降）
・学生の利用率　：70％以
上（平成26年度以降）

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1

1８人間社会
学部の改革
　人間社会
学部は平成4
年の設置時
に10年間を
目途に大幅
改組の予定
であった。し
かし、その
間、改組はさ
れておらず、
あわせて受
験数が減少
していく動向
にある。その
ため、学生に
魅力ある学
部へと改革し
ていくことが
求められて
おり、平成22
年度には人
間社会学部
将来構想の
ワーキング
グループに
よる構想案
が作成され、
その後、学
長を委員長
とする将来
構想検討会
議で構想案
を作成した。
この構想案
を基盤に、人
間社会学部
の改革を実
施していく。

【改革案の検討・作成】

①将来構想を基に、具体
的な検討のための組織を
立ち上げる。
②労働市場や学生のニー
ズ等を調査する。
③平成25年度までに改革
案を検討・作成し中期計画
の変更を行う。

○達成目標
・改革案の作成　：平成25
年度までに作成

【平成25年度計画】 【平成25年度の実施状況】

A

【高く評価する点】
ラーニングコモンズは、学生アンケート
の結果ニーズが高かったため、年度を
繰り上げて設置した。

【実施（達成）できなかった点】

No.11
｢図書館｣ 22

【図書館の教育・研究活動
支援と研究情報公開の充
実】

①教育・研究活動支援の
充実と研究情報公開の視
点から機関リポジトリの導
入
②ラーニングコモンズの設
置
③平日の開館時間延長・
土日開館の実施

○達成目標
・機関リポジトリ登録件数
：新規登録数年30件以上
・ラーニングコモンズ利用
者数　：月300名以上
・開館延長時間内の利用
者数　：月200名以上

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

【図書館の教育・研究活動支援と研究情報
公開の充実】
○機関リポジトリ導入に向けての準備
○ラーニングコモンズ設置(案)の作成
○看護学部分館平日の開館時間延長・日
曜祝日開館の実施

○達成目標
　・開館延長時間内の利用者数　：月200名
以上

【図書館の教育・研究活動支援と研究情報公開の充実】
○機関リポジトリ導入に向けての準備
　　活発に取り組んでいる大学の視察を行い、その結果から導入の検討を
　行った。次年度導入を決定した。
○ラーニングコモンズ設置（案）の作成
　　ラーニングコモンズ設置(案)作成のため、先進的取組を行っている図書館
　を視察した。本館・分館それぞれのラーニングコモンズ（案）を検討した結果、
　分館設置に決定した。決定を受け、学生の意向調査を行い、具体案を作成し
　て部局長会議、教授会に提案、3月に竣工した。
○看護学部分館平日の開館時間延長・日曜祝日開館の実施
　　予定どおり実施した。

○達成目標
　・開館延長時間内の利用者数　：月205名

【改革案の検討・作成】

○改革案を作成する。

○達成目標
・改革案の作成　：平成25年度中に作成

2 23

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

B

【改革案の検討・作成】

○改革案を作成し、学事課に人間社会学部将来構想を提出した。
　・第482回教授会において、プロジェクト会議において昨年度より検討を重ね
　 てきた人間社会学部将来構想を理事長に提出することが報告された。
　 (10/9）
　・上記将来構想を基に、理事長の下に設置された人間社会学部改革推進検
　 討部会で検討を加えた上で、第497回教授会に提案された。（3/3）
　・第499回教授会において人間社会学部将来構想案として承認された。
　 （3/17）
　・県学事課に人間社会学部将来構想（案）を提出、説明を行った。（3/28）

1-1
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福岡県立大学（教育）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1

25年度 25年度

26 24

教育に関する特記事項（平成25年度）

　なし

ウェイト総計 項目数計

【ウェイト付けの理由】（年度計画）
・6-1-1　　在学生のキャリア形成支援とともに卒業後までのキャリア形成支援体制を強化し、キャリアサポートセンターと各学部・学科との連携を深めていく。
・8-1-1　　今後の社会的ニーズに的確に対応するため、人間社会学部の改革は喫緊の課題であり、重点的に取り組む。

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

24

【大学院博士課程の新設検討】

・平成24年度に作成した設置構想案に基づ
き、関係者と協議の上、新設案を作成する。

・博士課程担当可能な教員と授業科目を検
討する。

・平成24年度に作成した設置構想案に基づき、関係者と協議の上、新設案を
　作成する会議を開催したが、人間社会学部改革および修士課程の状況を
　鑑み、引き続き具体的な新設案を作成するための検討を継続することとした。

・博士課程担当可能な教員と授業科目については、教員退職の影響を受け、
　新たな構想案に沿った視点から引き続き検討することにした。

９　両学部連
携の大学院
博士課程の
新設
　　保健・医
療・福祉分野
で、国内の
みならずアジ
アを中核に
国際的に第
一線の研究
を展開してい
く研究者を養
成していくた
めに、人間
社会学研究
科と看護学
研究科統が
連携した博
士課程につ
いて検討して
新設する。

【大学院博士課程の新設
検討】

①人間社会学部の改革検
討と併せ、具体的な検討
を行う。
②平成25年度までに改革
案を検討・作成し、中期計
画の変更を行う。

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

B
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福岡県立大学（研究）

中期目標
2　研究

項目 評価

1

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】
　論文数（査読付き，学術掲載文）につ
いて，人間社会学部は34件と目標に届
かなかったが、前年度21件と比較する
と伸びている。平成26年度からは、人
間社会学部紀要にも看護学部紀要と
同様に査読制度が導入されることに
なっているので、論文数は増加すること
が期待される。
　学会発表数（招待講演，シンポジスト
招聘分については、両学部ともに目標
に満たなかった。今後は、招待・招聘を
主として受けるべき立場にある教授・准
教授の研究成果発信および研究費の
外部競争的資金獲得に力をいれるべ
く、意識改革を進めていくことにする。 No.20

「論文等の
実績」

No.21
「産学官連
携」

25

【附属研究所を中心とした学際的研究プロ
ジェクトの推進】

４センターを中核とした研究基盤体制を整備
充実し、他大学・施設・研究機関等との共同
研究を推進する。
○地域とアジアの保健・医療・福祉に寄与す
る学際的研究プロジェクトを把握し、内容を
調査・検討する。
○学際的研究プロジェクトの成果を学内外
に発表する方法について検討し、他大学を
調査する。
○附属研究所などを窓口及び活動拠点とし
た産学官連携を積極的に推進するための学
内広報に努める。
○協定校（大邱韓医大学校、北京中医薬大
学、三育大学校、南京師範大学、コンケン大
学）及び今後提携する海外の優れた教育機
関や研究機関との研究者や学生、院生の交
流を促進するための学内分担や戦略につい
て検討する。
○日中韓等における保健･医療・福祉分野
の学術的共同研究活性化のため、シンポジ
ウムを開催する。

○達成目標
　・学際的研究プロジェクト数　：3件以上／
年
　・学際的研究プロジェクトの成果発表会　1
回
　・産学官連携契約件数　2件（継続含む）
　・知的財産セミナーの開催　1回
　・メールマガジンの発行　12回以上
　・研究シーズ発表会への参加　3名以上
　・論文数（査読付き、学術掲載文）
　　　：人間社会学部年間　40件以上
　　　  看護学部年間　　　　 40件以上
　・学会発表数（招待講演、シンポジスト招
聘分）
　　　：人間社会学部年間　10件以上
　　　　看護学部年間　　　  10件以上
　・提携協定校との共同研究数・招聘件数
共同研究数　2件以上
　　　　招聘件数　　 2件以上
　・提携協定校との共同研究応募件数　3件
以上
　・学際的研究プロジェクトの報告書発刊　：
1回発刊
　・学術的共同研究シンポジウム開催 ：1回

【附属研究所を中心とした学際的研究プロジェクトの推進】
○地域とアジアの保健・医療・福祉に寄与する学際的研究プロジェクトに
　ついて、学際的研究の可能性を探るため、教員や学外機関にヒアリングを
　行った。
○学際的研究プロジェクトの成果を学内外に発信する方法について検討し、
　大学での関係学会などで資料収集やヒアリングを行った。
○附属研究所などを窓口及び活動拠点とした産学官連携の推進のための
　学内広報を行った。
○協定校（大邱韓医大学校、北京中医薬大学、三育大学校、南京師範大学、
　コンケン大学）及び今後提携する海外の優れた教育機関や研究機関との
　研究者や学生、院生の交流を促進するため、学術交流部会と協議を行った。
○日中韓等における保健･医療・福祉分野の学術的共同研究活性化のため
　のシンポジウム開催に向け、韓国、中国、タイの研究者と協議を行い（7/26、
　27）、県立大学と共に歩む会と共催シンポジウムを行い、学長が基調講演を
　行った。

○目標実績
　・学際的研究プロジェクト数　：　4件
　・学際的研究プロジェクトの成果発表会　：2回
　・産学官連携契約件数：2件（継続分）
　・知的財産セミナーの開催　：1回
　・メールマガジンの発行　：17回
　・研究シーズの発表
　　　発表会への参加： 2回　参加者のべ4回
　　　飯塚研究開発機構など個別折衝：７回　参加者のべ15名
　・論文数（査読付き、学術掲載文）
　　　：人間社会学部年間　  ：　34件
　　　：看護学部年間　　　　  ：　40件
　・学会発表数（招待講演、シンポジスト招聘分）
　　　：人間社会学部年間  　：　7件
　　　：看護学部年間　　　    ：　 6件
　・提携協定校との共同研究数・招聘件数　共同研究数　：　2件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　招聘件数　　 ：　5件
　・提携協定校との共同研究応募件数　：　2件

  ・学術的共同研究シンポジウム開催　　：1回（7/28）

実施事項 理由

1　地域とア
ジアの保健・
医療・福祉に
寄与する研
究の推進

　特色ある研
究を推進し、
特に地域と
アジアの保
健・医療・福
祉に寄与す
る研究を推
進する。
　学術交流
大学等との
保健・福祉分
野における
学際的共同
研究を実施
し、研究成果
を国内及び
アジア諸国
に広く公表し
ていくこと
で、地域とア
ジアの保健・
医療・福祉の
推進に寄与
していく。
　また、外部
研究資金を
獲得し、研究
を活発にす
る。

【附属研究所を中心とした
学際的研究プロ ジェクトの
推進】

４センターを中核とした研
究基盤体制を整備充実
し、他大学・施設・研究機
関等との共同研究を推進
する。
①地域とアジアの保健・医
療・福祉に寄与する学際
的研究プロジェクトを推進
する。
②学際的研究プロジェクト
の成果を学内外に公表す
る。
③附属研究所などを窓口
及び活動拠点とした産学
官連携を積極的に推進す
る。
④協定校及び今後提携す
る海外の優れた教育機関
や研究機関との研究者や
学生、院生の交流を促進
する。

○達成目標
・学際的研究プロジェクト
数　：3件以上／年
・学際的研究プロジェクト
の成果発表会　：隔年1回
開催
・学際的研究プロジェクト
の報告書発刊　：隔年1回
発刊
・日中韓等における保健・
医療・福祉分野における
学術的共同研究の活性化
：シンポジウムの開催　隔
年1回
・産学連携契約件数　：年
間2件（継続を含む）
・知的財産セミナーの開催
：年1回
・メールマガジン（イベン
ト、セミナー、公募事業の
紹介）の発行
　 ：年12回以上
・研究シーズ発表会への
参加　：3名以上（口頭発
表、ポスターセッション等）
・論文数（査読付き、学術
掲載文）
　　：人間社会学部年間
40件以上
　　  看護学部年間
40件以上
・学会発表数（招待講演、
シンポジスト招聘分）
　　：人間社会学部年間
10件以上
　　　看護学部年間　　10
件以上
・提携協定校との共同研
究数・招聘件数
    ：共同研究数　2件以上
／年
　　　招聘件数　　2件以上
／年
・提携協定校との共同研
究の応募状況
　　：共同研究応募件数　3
件以上／年

1-1 【平成25年度計画】

2

【平成25年度の実施状況】

年度計画項目別評価

「大学の特色ある教育や地域社会の発展に役立つ研究を推進する。」
　　国内外の大学や試験研究機関との共同研究、企業、行政機関等との連携を通じ、大学の特色ある教育や地域の保健・医療・福祉の発展に有用な研究を重点的に推進する。
　　研究成果については、積極的に公表し、社会に還元する。

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号
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福岡県立大学（研究）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1

A

【高く評価する点】
獲得金額が目標の143％、応募率が目
標の117％に達し、それぞれ上回った。

【実施（達成）できなかった点】

No.19
｢研究｣ 26

【外部研究資金の獲得の
推進】

①外部研究資金獲得を支
援するための組織を学内
に設立する。
②科研費の応募率を上げ
るとともに科研費応募／獲
得による教員評価システ
ムの検討と実施

○達成目標
・外部研究資金獲得件数、
金額
    ：年間30件以上、年間
4,000万円以上
・科学研究費応募率
　　：80％以上
　　　（現在科研費による研
究課題を持っている教員
は除く）

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

【外部研究資金の獲得の推進】
○科研費申請繁忙期に適宜事務局機能を
強化する。また、ホームページの内容を充
実していく。
○科研費不採択となったがＡ評価だつた教
員に対するフォロー策の具体的検討
○科研費応募率向上のための研修会の開
催
○未提出者から理由書の提出を求め、未提
出理由を把握・分析すると共に応募の促進
を図る。

○達成目標
　・外部研究資金（科研費）獲得件数、金額
：年間30件、年間4,000万円以上
　・科学研究費応募率　：80％以上(現在科
研費による研究課題をもっている教員は除
く）

【外部研究資金の獲得の推進】
○早期かつ計画的取組により支援機能強化を図った。ホームページに外部
　資金の応募要項 等を適宜掲載した。
○フォロー策として科研費補助制度を創設し、不採択のA評価の教員の申請
　者に対し助成を行った。（100千円×3人）
○科研費応募率向上のための研修会を開催した。
○未提出者の理由の把握について学部長が聞取を行った（人間社会学部）。

○目標実績
　・外部研究資金（科研費）獲得件数、金額　：実積　30件、金額　57,589 千円
　・科学研究費応募率　：94.3％（現在科研費による研究課題をもっている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を除き、正当と認められる理由のある教員を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　更に除く）

1　地域とア
ジアの保健・
医療・福祉に
寄与する研
究の推進

　特色ある研
究を推進し、
特に地域と
アジアの保
健・医療・福
祉に寄与す
る研究を推
進する。
　学術交流
大学等との
保健・福祉分
野における
学際的共同
研究を実施
し、研究成果
を国内及び
アジア諸国
に広く公表し
ていくこと
で、地域とア
ジアの保健・
医療・福祉の
推進に寄与
していく。
　また、外部
研究資金を
獲得し、研究
を活発にす
る。

【附属研究所を中心とした
学際的研究プロ ジェクトの
推進】

４センターを中核とした研
究基盤体制を整備充実
し、他大学・施設・研究機
関等との共同研究を推進
する。
①地域とアジアの保健・医
療・福祉に寄与する学際
的研究プロジェクトを推進
する。
②学際的研究プロジェクト
の成果を学内外に公表す
る。
③附属研究所などを窓口
及び活動拠点とした産学
官連携を積極的に推進す
る。
④協定校及び今後提携す
る海外の優れた教育機関
や研究機関との研究者や
学生、院生の交流を促進
する。

○達成目標
・学際的研究プロジェクト
数　：3件以上／年
・学際的研究プロジェクト
の成果発表会　：隔年1回
開催
・学際的研究プロジェクト
の報告書発刊　：隔年1回
発刊
・日中韓等における保健・
医療・福祉分野における
学術的共同研究の活性化
：シンポジウムの開催　隔
年1回
・産学連携契約件数　：年
間2件（継続を含む）
・知的財産セミナーの開催
：年1回
・メールマガジン（イベン
ト、セミナー、公募事業の
紹介）の発行
　 ：年12回以上
・研究シーズ発表会への
参加　：3名以上（口頭発
表、ポスターセッション等）
・論文数（査読付き、学術
掲載文）
　　：人間社会学部年間
40件以上
　　  看護学部年間
40件以上
・学会発表数（招待講演、
シンポジスト招聘分）
　　：人間社会学部年間
10件以上
　　　看護学部年間　　10
件以上
・提携協定校との共同研
究数・招聘件数
    ：共同研究数　2件以上
／年
　　　招聘件数　　2件以上
／年
・提携協定校との共同研
究の応募状況
　　：共同研究応募件数　3
件以上／年
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福岡県立大学（研究）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1 1

25年度 25年度

4 3

研究に関する特記事項（平成25年度）

　なし

【ウェイト付けの理由】（年度計画）
　・1-1-1　超高齢時代を迎え、「健やかで心豊かな福祉社会づくり」に寄与するプロジェクト研究が重要となっている。本学の特色として附属研究所の共同プロジェクトを重点化する必要がある。

【研究倫理の徹底】

①研究倫理審査体制の整
備のために研究倫理委員
会委員の研修参加を推進
②学外者を含めた審査体
制の検討
③動物実験に関する委員
会の開催及び動物実験実
施ガイドラインの徹底
④若手研究者に対するセ
ミナーを開催し、倫理指針
の徹底を図る。

○達成目標
・学外での研修参加　：年1
人以上（研究倫理委員会
委員）
・セミナー開催　：年1回（平
成25年度以降）
・動物実験に関する委員
会（倫理審査を含む）　：年
2回以上

1-1 【平成25年度計画】 【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】
・学外者に入ってもらう研究倫理審査
の基準については、県立大学で申請が
出される研究課題の先端性とパターン
を考慮し、引き続き検討を重ねることと
した。

27

ウェイト総計 項目数計

1

【平成25年度の実施状況】

【研究倫理の徹底】
○研究倫理審査体制の整備
　・研究倫理委員会メンバーに対する研修会
参加の推進
　・学外者を含めた審査体制の検討（学外者
に入ってもらう審査の基準を決定する）
〇動物実験に関する委員会開催及び実施
ガイドラインを徹底するための取り組みを検
討
〇若手研究に対するセミナー開催での倫理
指針の徹底
　・セミナーを開催する。

〇達成目標
　・学外での研修参加：年1人以上（研究倫
理委員会委員）
　・セミナー開催　：年1回
　・動物実験に関する委員会（倫理審査含
む）年2回以上

【研究倫理の徹底】
○研究倫理審査体制の整備
　・研究倫理委員会メンバーの1名が12月に東京女子医大で行われた研修会
　 に参加した。
　・学外者を含めた審査体制については会議にて引き続き検討した。
〇動物実験に関する委員会（倫理審査含む）を計画通り2回開催した。
〇動物実験に関する実施ガイドラインの取り組みとして、動物実験に関する規
　 定を作成した上、年度ごとの動物実験の実施報告書を作成した。
〇若手研究に対するセミナーを2/18に開催し、倫理指針の徹底を図った。

○目標実績
　・学外での研修参加：年1人
　・セミナー開催　：年1回
　・動物実験に関する委員会（倫理審査含む）：　年2回開催

B
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福岡県立大学（社会貢献）

中期目標
３　社会貢献

項目 評価

1

1

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

29

【留学生への支援体制の
充実】

①短期研修制度の充実：
短期研修制度の拡充によ
り、派遣留学先の情報・魅
力を学生に十分に提供し、
支援する。
②派遣中の学生への支
援：派遣期間中の留学生
の修学・生活上の問題点
等を、留学に関するアン
ケート等により把握し、支
援する体制を作る。
③受入留学生の新たな支
援について検討・実施す
る。
④短期派遣留学生の奨学
金・交換留学協定締結に
ついて検討・実施する。

○達成目標
・留学を経験した学生の報
告会　：年1回以上
・受入留学生数　：30人以
上（私費留学生を含む）／
年

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

【留学生への支援体制の充実】
○学生の海外短期語学研修機会の提供
　・ハワイ大学語学研修の実施
　・英国（オックスフォード市等）短期語学演
習（単位認定）の実施
　　　期間：3週間のコースを設定
○派遣留学生（交流協定校への1年間派遣
留学）への支援策の実施
　・短期語学研修に関する危機管理体制の
構築
○受入留学生の増加対策の実施
　・受入留学生のホストファミリー先確保の
継続
　・受入留学生に対する更なる支援制度の
整備
　　　アンケート調査等で受入留学生支援体
制の問題点を整理し体制の充実を図る。
　・受入留学生に対する日本語教育の充実
○交流協定校への短期派遣留学生（長期
休暇時1～2カ月派遣）の検討
　・奨学金制度の検討

○達成目標
　・留学を経験した学生の報告会：年1回以
上
　・受入留学生　：11名以上（私費留学生含
む）

【留学生への支援体制の充実】
○学生の海外短期語学研修機会の提供
　・ハワイ大学語学研修は、参加希望者が催行人数に満たなかったため実施
　 しなかった。
    ・英国（オックスフォード市等）短期語学演習（単位認定）を実施した。
　 （9/5～9/26、参加者：26人）。
○派遣留学生（交流協定校への1年間派遣留学）への支援策
  ・英国語学研修に関し、契約関係の見直しを行い、責任体制を明確にした。
　 危機管理の方針を決定し、マニュアルを作成した。
○受入留学生の増加対策の実施
  ・受入留学生のホストファミリー先を確保した。
  ・受入留学生に対する更なる支援制度の整備
    小部会を通じて昨年度の聞取調査結果を検討するとともに、継続的にニー
　 ズの把握ができるよう、新受け入れ学生に対するアンケート（開始時と終了
　 時）を実施することとした。
  ・受入留学生に対する日本語の授業を増加させ日本語教育を充実させた。
    （平成24年度4科目を平成25年度から6科目とした）
　・新たな協定締結校の開拓について、吉林大学珠海学院から12月に学長が
　 来校予定であったが相手方都合により延期となった。
○交流協定校への短期派遣留学生（長期休暇時1～2カ月派遣）の検討
　・大邱韓医大学校と短期留学プログラムについて検討を開始した。この他、
　 外部の留学プログラム奨学金（受け入れおよび派遣）獲得に向けて、小部
　 会で申請内容を見直し、申請書を作成した。

○目標実績
　・留学を経験した学生の報告会：2回
　・受入留学生　：15人（私費留学生を含む）

【国際交流センター（仮称）を中心とした教育
研究の国際化推進体制の検討】
○協定締結校との文化・学術交流事業の実
施
　・北京中医薬大学学生の短期文化・学術
交流研修の受入
　・大邱韓医大学校、三育大学校、北京中医
薬大学、南京師範大学、コンケン大学との
教員交流の推進
○地域住民との連携事業としての文化交流
プログラムの共同開発実施
　・田川市郡との包括的連携事業として継続
的に取り組める文化交流プログラム（案）を
H26年度実施に向け開発する。
○国際交流センター(仮称)のH26年度開設
に向けた構想案の作成
　・国際交流部会を中心とした国際交流に関
する業務の一元化体制整備の検討
　（規程策定、役割機能の明確化、等）

○達成目標
　・教員交流数　：延べ20名以上／年
　・文化交流プログラムの実施　：1回以上／
年

【国際交流センター（仮称）を中心とした教育研究の国際化推進体制の検討】
○協定締結校との文化・学術交流事業の実施
  ・北京中医薬大学学生の短期文化・学術交流研修は受け入れ側の都合に
　 より延期した。
  ・大邱韓医大学校、三育大学校、北京中医薬大学、南京師範大学、コンケン
　 大学との教員交流事業を実施した。
　　また、北京中医薬大学教員による本学看護学生への集中講義を実施した。
○地域住民との連携事業としての文化交流プログラムの共同開発実施
　・田川市郡との連携事業として継続的に取り組める文化交流プログラムと
　 して、小学校の総合学習に留学生を派遣するプログラムを企画し、26年度
　 開始のための調整・準備を行った。
　　この他、本年度は県立大学と共に歩む会との共催シンポジウム及び市民
　 交流事業を実施した。
○国際交流センター(仮称)のH26年度開設に向けた構想案の作成
  ・国際交流センターの業務・組織体制について検討し、国際交流センター規
　 程案を作成した。

○目標実績
　・教員交流数　：延べ11人 （本学から協定校へ 5人、協定校から本学へ 6人)
　・文化交流プログラムの実施　：1回

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

1

【平成25年度の実施状況】

28

通し
番号実施事項 理由

１　地域とア
ジアとともに
発展する国
際交流の推
進
　保健・福祉
に関わる人
材育成のた
めに、アジア
の大学等と
相互の教育・
研究を促進
する。

【国際交流センター（仮称）
を中心とした教育研究の
国際化推進体制の検討】

①福祉系総合大学として、
中国・韓国等の大学と保
健福祉の実情について情
報交換及び発信を行う。
②地域住民との連携事業
による地域の国際化を視
野に入れた文化交流プロ
グラムの共同開発を行うと
ともに、教育研究の国際化
推進体制を検討する。
③ゲストハウスなどの受け
入れ体制整備の検討を行
う。こうした事業を推進す
るために国際交流セン
ター(仮称)を開設する。

○達成目標
・教員交流数　：延べ20名
以上／年
・文化交流プログラムの実
施　：1回以上／年

1-1 【平成25年度計画】

年度計画項目別評価

「大学の特色を活かして、社会貢献活動を拡充する。」
　　大学の特色を活かして、看護師、保健師、助産師、社会福祉士、精神保健福祉士等のキャリアアップに資する教育プログラム等の実施や、地域住民の健康と福祉の向上に貢献する取組を積極的に実施する。
　　また、国際化を推進するための体制を強化し、アジアをはじめとする海外の大学等との交流を充実させる。

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号
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福岡県立大学（社会貢献）

項目 評価

通し
番号実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

1

1

No.21
「産学官連
携」

31

【全学体制による地域課題解決のための連
携取組の推進】

○福岡県・田川市郡との産学官連携事業の
推進
　・連携協定に基づき、共同研究事業等の
連携事業を実施し、点検する。
○田川市郡との包括連携事業の推進
　・田川市郡1市6町1村と福岡県立大学との
包括連携体制に向けて協議し、締結した内
容を点検する。
○県立三大学連携による社会貢献共同プロ
グラムの検討
　・県立三大学連携推進会議で協議し、三
大学連携県民公開講座を実施する。

○達成目標
　・福岡県・田川市郡との産学官連携事業の
推進　：1件以上／年
　・田川市郡との包括連携事業の推進　：2
件以上／年（継続含む）
　・県立三大学連携による社会貢献共同プ
ログラムの検討　：1企画以上／年

【全学体制による地域課題解決のための連携取組の推進】

○福岡県・田川市郡との産学官連携事業の推進
  ・福岡県・田川市郡との広域活性化事業に参加し、県広域地域振興課の
　 「まるごと博物館」人材研修に協力した。
　　 県の「田川まるごと博物館」「人材育成飛翔塾」に県立大学附属研究所を
　　 提供し、学長、副学長が講義を行った。
　　 田川民俗芸能祭と田川まるごと博物館開館１周年記念フォーラム
　　 （3/21）を大学として後援。トークセッションに副学長が出演した。
　・福岡県飯塚研究開発機構と情報交換を行った。
○田川市郡との包括連携事業の推進
　・田川市郡との包括連携協定を締結（5/2）した。
　・田川市との包括連携の継続実施 （研究採択：3件）
　・包括連携協議会の内容を点検した。
○県立三大学連携による社会貢献共同プログラムの検討
  ・県立三大学による連携県民公開講座のテーマ、発表者、日程等を決定し、
　 実施した。
　　　「食べる・噛む・生きる」～食育で作る健康な心と体～
　　　（県立大：12/6開催　参加者：152人）

○達成目標
　・福岡県・田川市郡との産学官連携事業の推進　：4件／年
　・田川市郡との包括連携事業の推進　：3件／年（継続含む）
　・県立三大学連携による社会貢献共同プログラムの検討　：1企画／年

1

【平成25年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

２　県立三大
学、福岡県、
田川市郡と
の連携によ
る社会貢献
の推進
　地域の抱
える課題を
解決していく
ために、附属
研究所が核
となって県立
三大学、福
岡県、田川
市郡との連
携を深めた
取組を展開
していく。

【附属研究所による地域課
題解決のための連携取組
の推進】

①福岡県・田川市郡との
産学官連携事業の推進
②田川市郡との包括連携
事業の推進
③県立三大学連携による
社会貢献共同プログラム
の実施

○達成目標
・福岡県・田川市郡との産
学官連携事業の実施　：1
件以上／年
・田川市郡との包括連携
事業の実施　：5件以上／
年
・県立三大学連携による社
会貢献共同プログラムの
実施　：1企画以上／年

1-1 【平成25年度計画】

【産炭地記録資料の英文アーカイブ化と国
際学術研究交流の推進】

○県立大学が所蔵する山本作兵衛コレク
ションの保存・活用の検討に当たっての所有
権者との協議
　・世界記憶遺産に登録された山本作兵衛
氏の日記・絵画の一部が県立大学に所蔵さ
れていることから、これらの保存・活用につ
いて所有権等保持者を交えた会議を開催し
て資料公開の検討を行う。
○英文翻訳作業の検討・実施
　・田川市との協力の下、英文化する内容の
特定等に着手する。

○達成目標
　・地域の方々との日記現代語訳作業会議
の開催

30

１　地域とア
ジアとともに
発展する国
際交流の推
進の続き

【産炭地記録資料の英文
アーカイブ化と国際学術研
究交流の推進】

①世界記憶遺産に登録さ
れた山本作兵衛氏の日
記・絵画の一部を県立大
学で所管していることか
ら、産炭地の歴史や記録
資料(日記や絵画を含む）
を英文に翻訳し、それをイ
ンターネット等を通じて世
界に発信すると同時に、世
界各国の産炭地に所在す
る大学との学術交流をお
こなう。

○達成目標
・英文アーカイブ化の基礎
となる日本語資料の翻訳
　　：平成27年度までに作
成

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

○県立大学が所蔵する山本作兵衛コレクションの保存・活用の検討に関して
　 は、所有権保持者との協議を行い、日記の継続的読解について了解を得た。

○英文翻訳作業の検討・実施に関しては、県立大学に所蔵されている絵画
　 4点の中に記された日本語の説明文について、平成26年度に英文化を進め
　 ることとした。

○目標実績
　・地域の方々との日記現代語訳作業会議の開催　：1回

－33－



福岡県立大学（社会貢献）

項目 評価

通し
番号実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

1

33

【地域住民の健康の向上、福祉、教育等の
相談・支援の実施】
〈ヘルスプロモーション実践研究センター〉
①健康教室の実施・修正
○地域活動の強化
　・癒しの空間およびヒーリング講習会継続
実施  毎週水曜日実施　年間300名
　・世にも珍しいマザークラスinたがわ　年間
6回
○支援的環境づくり
　・地域住民と共に創造する筑豊の健康長
寿文化　：高齢者宅訪問：年間 30件
○個人技術
　・パパママは名医だぞ　年間　3回
　・保育看護学習会(保育士対象）　年間　6
回
　・世にも珍しいマザークラスinふくおか　年
間　6回
○健康大使制度の運用　継続実施
②福祉・教育・健康の相談事業の検討
○県立大学女性と子どものためのスペース
「ら・どんな・まんま」　 年間 4日
○性の健康に関する事業（布ナプキン作
成、マンスリービクス、月経何でも相談、性
教育）
○多職種協働がんセミナー　2ヶ所

○達成目標
　・健康教室等：20件
　・参加者数：延べ　800名
　・参加者アンケート：良好評価　75％以上

【地域住民の健康の向上、福祉、教育等の相談・支援の実施】
〈ヘルスプロモーション実践研究センター〉
①健康教室の実施・修正
○地域活動の強化
  ・癒しの空間およびヒーリング講習会継続実施  毎週水曜日実施　44回（247
人）
  ・世にも珍しいマザークラスinたがわ　健康教室（マザークラス田川）　6回（135
人）
      健康教室（水耕栽培システム作り）　32回（40人）
      「癒しの空間」　　32回　（130人）
      筑豊市民大学・看護ゼミ　10回　（147人）
　    ヒーリングワークショップ　7回（26人）
○支援的環境づくり
　・地域住民と共に創造する筑豊の健康長寿文化　：高齢者宅訪問：38回（69
人）
○個人技術
　・子どもの健康見守り隊（パパママは名医だぞ）　17回(938人)
　・保育看護学習会(保育士対象）7回（287人）
　・世にも珍しいマザークラスinふくおか 6回（107人）
○健康大使制度の運用　継続教育　　1回（30人）

②福祉・教育・健康の相談事業の検討
○県立大学女性と子どものためのスペース「ら・どんな・まんま」　7回（8人）
○性の健康に関する事業（布ナプキン作成1回、マンスリービクス6回、
　 月経何でも相談24回、性教育出前講座10回） 41回 821人
○在宅医療推進がんセミナー　2回（83人）

○目標実績
　・健康教室等：20件
　・参加者数：延べ　3,225名
　・参加者アンケート：良好評価　98.6％

【平成25年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

N0.39
「ヘルスプロ
モーション実
践研究セン
ター」

1-1 【平成25年度計画】

1

３　地域に貢
献する大学
としての認知
度アップと事
業推進
　附属研究
所（生涯福祉
研究セン
ター、ヘルス
プロモーショ
ン実践研究
センター、不
登校・ひきこ
もりサポート
センター、社
会貢献・ボラ
ンティア支援
センター）を
核に、健や
かで心豊か
な福祉社会
の実現に貢
献する。ま
た、大学の
社会貢献活
動に関する
情報を積極
的に発信し、
地域に貢献
する大学とし
ての認知度
の向上を図
る。

【地域住民の健康の向上、
福祉、教育等の相談・支援
の実施】
①生涯福祉研究センター
の事業推進
②ヘルスプロモーション実
践研究センターの事業推
進
③不登校・ひきこもりサ
ポートセンターの事業推進
④社会貢献・ボランティア
支援センターの事業推進

○達成目標
・参加者・相談者アンケー
ト　：良好評価75％以上

1-1

1 32

【地域住民の健康の向上、福祉、教育等の
相談・支援の実施】
〈生涯福祉研究センター〉
○福祉・教育・健康の相談事業の実施・拡
充
　・お父さんお母さんの学習室の運営
　・「足と靴の相談室」の運営他2事業の実施
○地域活動の強化
  ・福祉の実践に関するセミナー他3事業の
実施
　・ボランティア養成ワークショップ継続の是
非について検討

○達成目標
　・福祉用具研究会の開催（隔月１回：6回以
上）
　・参加者・相談者アンケート　：良好評価
75％以上

【地域住民の健康の向上、福祉、教育等の相談・支援の実施】
〈生涯福祉研究センター〉
○福祉・教育・健康の相談事業の実施・拡充
　・お父さんお母さんの学習室の運営　前期12回36人，後期12回36人
　 合計のべ72人参加
　　「足と靴の相談室」の運営　のべ26人参加
　　「おもちゃとしょかん・たがわ」　34回開館　来館者数のべ278人
　　直方市要保護児童対策協議会「ペアレントトレーニング・スキルアップ
　　講座」の共催　　　　　　5回開催，のべ99人参加
○地域活動の強化
　・「福祉用具研究会」の開催　８回開催，のべ172人参加
　　「アンビシャス親子広場」　のべ258組621人参加
　　「地域に住む外国人のための日本語教室」月2回開催　継続参加者数6名/回
　  「西日本国際福祉機器展」への参加：福祉用具研究会の活動をパネル展示
　　「筑豊市民大学」への支援：公開講演会の準備，プログラムの作成協力
　・ボランティア養成ワークショップについては、担当者退職のため平成25年
　　度は休止，平成26年度以降の事業継続の可能性について検討を行った。

○達成目標
　・福祉用具研究会の開催　8回開催　のべ172人参加
　　参加者・相談者アンケート　：良好評価90％

【平成25年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

No.36
｢生涯福祉
研究セン
ター活動実
績」

【平成25年度計画】
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福岡県立大学（社会貢献）

項目 評価

通し
番号実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

1

35

【地域住民の健康の向上、福祉、教育等の
相談・支援の実施】
（社会貢献・ボランティア支援センター）
○学生の活動の場となる外部団体と学生と
のコーディネートの実施
　・学生の社会貢献・ボランティア活動を求
める外部団体の情報を学生に提供する。
　・社会貢献・ボランティア活動を希望する学
生の相談に応じ、学生の活動の場となる外
部団体と学生とのコーディネートを行う。
○社会貢献・ボランティア活動を行う学生グ
ループへの支援
　・学内のボランティアサークルとの懇談会
を開催する。
  ・学生グループの活動の場（研修、会議、
作業等）を提供する。
  ・学生サークルの課題を把握し、自らが解
決できるように支援する。
○地域と連携した学生活動の支援
  ・地元商店街や地域の活性化、小・中学校
の学習支援、防災等の課題に地域と連携し
て取り組む学生活動に対して地域の関係団
体との連絡調整、相談対応、アドバイス等の
支援を行う。
○学生の社会貢献・ボランティア活動の普
及と質の向上
　・社会貢献・ボランティア活動に関する学
習会や研修会を企画・実施する。
　・学生提案による研修会の実施を支援す
る。

○達成目標
　・外部団体・機関登録数　90件以上
　・センターのコーディネートにより活動を
行った学生数　300人（延）
　・社会貢献フォーラムの開催　年１回

＜社会貢献・ボランティア支援センター＞
○学生の活動の場となる外部団体と学生とのコーディネートの実施
　・外部団体・機関の登録件数は131件となり、52件のボランティア依頼情報を
　 学生に提供した。
　・個別相談を87回行い、延447人の学生が活動を行った。
○社会貢献・ボランティア活動を行う学生グループへの支援
　・学内のボランティアサークルとの懇談会を3回実施した。
  ・延652人の学生が、合計94回「学生活動ルーム」を利用した。
  ・9グループに対して、相談対応やアドバイス等の支援を行った。
○地域と連携した学生活動の支援
  ・8件の活動に対して、地域の関係団体との連絡調整、相談対応、アドバイス
　 等の支援を行った。
○学生の社会貢献・ボランティア活動の普及と質の向上
　・「社会貢献フォーラム」など、社会貢献・ボランティア活動に関する研修会を
　 4件（合計8回）実施した。また、正課授業「社会貢献論」、「社会貢献論演習」
　 の運営支援を行った。
　・学生提案による研修会を4件実施した。

  【「地域と連携した学生活動の支援」に関する新たな取組】
  ・福岡県母子寡婦福祉連合会と連携し、地元商店街の交流拠点を活用した
　　ひとり親家庭の学習支援に取り組んだ。
　　（利用世帯数9世帯、利用児童数13人、活動参加学生数7人）
　・福岡県と連携し、本学で「大学生災害ボランティアサポーター養成研修」を
　　実施し、研修修了者を東日本大震災の被災地支援に派遣する取り組みを
　　行った。
　　（全3回の研修参加学生数：延べ68人、被災地支援参加学生数：5人）

○目標実績
　・外部団体・機関登録数　131件
　・センターのコーディネートにより活動を行った学生数　447人（延べ）
　・社会貢献フォーラムの開催　1回

【平成25年度の実施状況】

Ａ

【高く評価する点】
地元商店街の交流拠点を活用したひと
り親家庭の学習支援や大学生災害ボ
ランティアサポーター養成研修修了者
の被災地派遣など、地域や行政と連携
した新たな取り組みを開拓できた点

【実施（達成）できなかった点】

No.16
「学生サーク
ル」

1-1 【平成25年度計画】

1
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【地域住民の健康の向上、福祉、教育等の
相談・支援の実施】
〈不登校・ひきこもりサポートセンター〉
○県大子どもサポーター派遣事業の実施

○教員対象研修事業の実施

○キャンパス・スクール事業の実施

○達成目標
　・サポーター派遣人数：140名以上
　・教員対象研修回数  ：10回以上
　・キャンパス・スクール受入れ児童数：20名
以上
　・登校開始率：37％
　　※　登校開始率とは、・・・キャンパス・ス
クールから在籍校に定期的・非定期的に通
学を開始した児童・生徒の率(1年間)。

＜不登校・ひきこもりサポートセンター＞
○県大子どもサポーター派遣事業は実人数199人、延べ2,767人が活動した。

○教員対象研修事業は68回の研修を5,467人に実施した。

○キャンパス・スクール事業は実人数32人、延べ1,328人が通級した。
       「キャンパス・スクール・夏」では、実人数6人、延べ42人が通級した。

○目標実績
  ・サポーター派遣人数：199人
  ・教員対象研修回数  ：68回
  ・キャンパス・スクール受入れ児童数：32人(キャンパス・スクール・夏は6人)
  ・登校開始率：56％

【平成25年度の実施状況】

A+

【高く評価する点】
　「キャンパススクール・夏」事業を新た
に開始し、キャンパススクール事業を
拡大した。
　また、下記の事業への参加を新たに
始めた。
・福岡県広域地域振興課主催　田川飛
翔塾（6泊7日）
・福岡県広域地域振興課主催　修験の
道プログラム（4泊5日）
・福岡県立英彦山青年の家主催　聴覚
障害児キャンプ（2泊3日）
・大任町教育委員会主催　大任町通学
合宿（5泊6日）
・福智町社会福祉協議会主催　障がい
児夏期休暇サポート事業（2週間）
・田川市金川小中合同地区懇談会主
催　心肺蘇生法（AED）講習会（於3公
民館）

【実施（達成）できなかった点】

No.38
「不登校・ひ
きこもりサ
ポートセン
ター」

※３　地域に
貢献する大
学としての認
知度アップと
事業推進の
続き

※【地域住民の健康の向
上、福祉、教育等の相談・
支援の実施】の続き

1-1 【平成25年度計画】
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福岡県立大学（社会貢献）

項目 評価

通し
番号実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

1

36

【資格・免許保持者等へのリカレント教育や
研修の実施】
＜生涯福祉研究センター＞
○地域支援の充実
　・「特別支援教育・スキルアッププログラ
ム」の実施　他3件
○教育研修活動の実施
　・「山本作兵衛さんを＜読む＞会」の実施・
運営と情報公開について再検討
　・「筑豊英語教員フォーラム」の実施・運営
（月１～２回）　他７件の活動実施
　・リカレントセミナーの開催

＜ヘルスプロモーション実践研究センター＞
○リカレント教育
　・身体感覚活性化＜世にも珍しい＞マザー
クラス医療者向けセミナーの開催　他４教育
を実施

○達成目標
　・専門分野を深める講習会、研究会の開
催回数
　　：各ライセンス向けのリカレント実施数
年間1回以上
　　　・看護師対象のリカレント教育　1事業/
年以上
　　　・助産師対象のリカレント教育　１事業/
年以上
　　　・保健師対象のリカレント教育　1事業/
年以上
　　　・卒業生参加数　：各学部卒業生参加
数　：年間10名

【資格・免許保持者等へのリカレント教育や研修の実施】
＜生涯福祉研究センター＞
○地域支援の充実　4件
　・「特別支援教育・スキルアッププログラム」　5回開催　のべ63人参加
　  「NPO福祉用具ネット創立10周年記念シンポジウム」への協力
　  「福祉用具研究会」報告書『福岡県立大学福祉用具研究会15年間のあゆ
　 み』を印刷・発行
　  「直方市立上頓野小学校教職員研修会ペアレントトレーニングスキルアッ
　 プ講座」　2回開催　のべ50人参加
　　「直方市教育委員会小中学校管理職研修会ペアレントトレーニングスキル
　 アップ講座」60人参加

○教育研修活動の実施　8件
　・「山本作兵衛さんを<読む>会」　48回開催　のべ720人参加
　　「筑豊英語教員フォーラム」　14回開催　のべ95人参加
　　「保健・医療・福祉職対象　足と靴の健康・実践講座」2日開催　のべ32人参
加
　　「さわやかな表現塾」2日開催　のべ28名参加
  　「PCスキル養成講座」　2回実施　：延べ6人参加
  　「福祉用具体験講習」　1回実施　：延べ19人参加
　　「福祉用具体験講習2013―排泄ケアを考える―」の開催　16人参加
　　「直方市保育所連盟統合部会研修会」　3回実施　のべ36人参加
　　「山本作兵衛さんを＜読む＞会」の実施・運営の再検討
　　　外部の研究者を客員研究員として招へいし，継続して実施することを決定
　・リカレントセミナーの開催
　　「司法と福祉の『協働』―社会的排除に向き合うソーシャルワーカー」
　　　179人参加

＜ヘルスプロモーション実践研究センター＞
○リカレント教育
　・身体感覚活性化＜世にも珍しい＞マザークラス医療者向けセミナーの開催
　　1回　助産師70名
　・母乳育児支援者のための20時間ベーシックコース　8回　看護師90名
　・福岡ヘルシー・エイジング研究会　6回　看護専門職73名

○目標実績
　各ライセンス向けのリカレント実施数
　　・看護師対象リカレント教育　3事業
　　・助産師対象リカレント教育　2事業
　　・保健師対象リカレント教育　1事業
　・卒業生　10名参加

【平成25年度の実施状況】

Ａ

【高く評価する点】
　直方市こども育成課と生涯福祉研究
センターとの共催で，保育士や教師を
対象にスキルアッププログラムを開催
した。これまでの個別の取り組みが，地
域の行政を動かすまで展開された点は
高く評価される。

【実施（達成）できなかった点】

N0.39
「ヘルスプロ
モーション実
践研究セン
ター」

※３　地域に
貢献する大
学としての認
知度アップと
事業推進の
続き

【資格・免許保持者等への
リカレント教育や研修の実
施】

①資格・免許保持者等へ
の力量形成にむけた教育
と卒業生へのキャリアサ
ポートの実施

○達成目標
・専門分野を深める講習
会、研究会の開催回数
　　：各ライセンス向けのリ
カレント実施数　年間1回
以上
・看護技術追跡調査実施
状況　：年間1回（平成25
年度から）
・卒業生参加数　：各学部
卒業生参加数　：年間10名

1-1 【平成25年度計画】
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福岡県立大学（社会貢献）

項目 評価

通し
番号実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

1※３　地域に
貢献する大
学としての認
知度アップと
事業推進の
続き

Ａ

【高く評価する点】
・山本作兵衛コレクションが全国放送や
国際アーカイブス講演で県立大学の業
績として紹介された。

【実施（達成）できなかった点】

37

【地域に貢献する大学とし
ての認知度アップ戦略】

①附属研究所(不登校・ひ
きこもりサポートセンター
等）の全国モデルとしての
展開
②公開講座の実施
③世界記憶遺産「山本作
兵衛の日記等」の保管・管
理及び公開
④附属研究所関連研究分
野における大学または研
究所間の全国ネットワーク
の組織の創設

○達成目標
・学会・県外研修会等にお
ける附属研究所活動紹介
の回数
　　：年5回以上
・公開講座の実施回数　：
年3回以上開催

【平成25年度計画】 【平成25年度の実施状況】

【地域に貢献する大学としての認知度アップ戦略】
○附属研究所(不登校・ひきこもりサポートセンター等）の全国モデルとしての
　展開
　・月1回の附属研究所調整部会で各センターの取組を報告し、検討した。
　・全国の附属研究所、生涯福祉研究センターの再編動向の資料を収集した。
○公開講座の実施
　・県立大学公開講座（3講座）を以下のように実施した。
　　公開講座Ⅰ「人間と社会について科学する」　（全4回、延べ54名参加）
　　公開講座Ⅱ「女性の身体と心を感じる健康講座～自分の身体を自分で
　　　　　　　　　　癒そう～」　（全3回、延べ77名参加）
　　公開講座Ⅲ「ココロとカラダの貧困を考える」　（全3回、延べ91名参加）
　・福岡県立三大学連携県民公開講座 「食べる・噛む・生きる～食育で作る
　 健康な心と体～」を実施した。　152名参加
○世界記憶遺産「山本作兵衛の日記等」の保存及び公開
　・山本作兵衛コレクションの目録作成を検討し、分類項目を決定した。オー
　 プンキャンパス、神幸祭、秋興祭、議会視察を含め合計７日間公開展示した。
　・田川市からの研究助成を受け、山本作兵衛遺品のデータベース化を行い、
　 報告書を作成した。
　・TBS系全国放送取材に日記を公開し、協力団体として福岡県立大学の名前
　 が出された（7/15放送）。
　・RKB毎日放送のTV番組「坑道の記憶」(90分)で番組制作に協力し、協力
　 団体として福岡県立大学の名前が出された（11/11福岡、佐賀、長崎県で
　 放送）。
　・山本作兵衛事務所と5回の折衝を経て、日記（昭和25年～28年）を解読・
　 研究する合意書を交わし、『研究叢書第13巻』を刊行（3/28）した。
○附属研究所関連研究分野における大学または研究所間の全国ネットワー
　クの組織の検討
　・附属研究所関連研究分野の全国ネットワークについては、研究会に参加
　 した。
　　ユネスコ関係アーティスト個展成功報告会を共催し、成功した。

○達成目標
　・学会・県外研修会等における附属研究所活動紹介の回数　：年7回
　・公開講座の実施回数　：年4回開催（3大学連携分1回を含む）

1

1-1

【地域に貢献する大学としての認知度アップ
戦略】
○附属研究所(不登校・ひきこもりサポートセ
ンター等）の全国モデルとしての展開
　・全国モデルとしての展開を各センター、
調整部会で検討する。
○公開講座の実施
　・公開講座を学内外に発信し、3講座を実
施する。
○世界記憶遺産「山本作兵衛の日記等」の
保存及び公開
　・保存及び公開のための目録を作成する。
　・報道関係者の取材に協力し、活用・公開
する。
○附属研究所関連研究分野における大学
または研究所間の全国ネットワークの組織
の検討
　・関連研究分野の全国ネットワーク組織を
調査・検討する。

○達成目標
　・学会・県外研修会等における附属研究所
活動紹介の回数　：年5回以上
　・公開講座の実施回数　：年3回以上開催
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福岡県立大学（社会貢献）

項目 評価

通し
番号実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

1

25年度 25年度

11 11

※３　地域に
貢献する大
学としての認
知度アップと
事業推進の
続き

社会貢献に関する特記事項（平成25年度）

　なし

【ウェイト付けの理由】（年度計画）

ウェイト総計 項目数計

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】
　入学試験志願倍率は目標に達しな
かった。しかし、本センター以外の全て
の糖尿病看護認定看護師教育機関で
受験者数が定員数を満たしていなかっ
た中で、定員以上の受験者数は確保で
きた。

38

【看護実践教育センターで
の認定看護師教育の充
実】

①糖尿病看護認定看護師
教育課程を運営し、地域
に貢献する糖尿病看護師
を養成する。
②志願倍率を保ち、より水
準の高い人材を確保する
ためのリクルート活動を行
う。
③同窓生によるネットワー
クを構築し、よりよい糖尿
病看護のあり方について
学ぶ場を持ち、研鑽しあ
う。
④地域貢献の一環として
田川市郡を中心に生活習
慣病に関連した健康教育
を積極的に実施する。

○達成目標
・志願倍率：（志願者数／
募集人員）　：1.5倍以上
・認定合格率　：90％
・福岡県糖尿病看護研究
会の定期開催　：年4回以
上
　同窓生によるフォロー
アップ研修会　：年１回以
上
・リクルートのためのリカレ
ント研修会の開催　：年1
回以上

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

【看護実践教育センターでの認定看護師教
育の充実】
○リカレント教育等の実施（看護実践教育セ
ンター）
・福岡糖尿病患者教育研究会の定期開催
：　年4回以上
・同窓生によるフォローアップ研修会　：　年
１回以上
・リクルートのためのリカレントセミナーの開
催　：　年1回以上

○糖尿病健康教育活動の実施
・地域住民・企業等を対象に、糖尿病予防・
療養等に関する出前講義　：　年3回以上
・医療・福祉・保健分野で働く人々からの糖
尿病に関する相談対応

○積極的広報活動
・ホームページの充実
・健康教育活動の告知・募集の実施

○達成目標
・入学試験志願倍率（志願者数/募集人数）
1.5倍
・認定審査合格率　　90％
・患者教育研究会延べ参加者数　　20名以
上
・セミナー参加者数　　50名以上、参加者ア
ンケート　良好評価75％以上
･糖尿病予防教育（出前講義）　開催回数3
回以上、参加者アンケート　良好評価75％
以上

【看護実践教育センターでの認定看護師教育の充実】
○リカレント教育等の実施（看護実践教育センター）
　・福岡糖尿病患者教育研究会の開催(5回実施、参加者合計：40人)
　・看護実践教育センター修了生対象フォローアップ研修会の実施（7/20、
　 参加者数：36人）
　・受験者リクルートのためのリカレントセミナー（第1回糖尿病看護実践力開発
　 セミナー）の開催 (7/21.参加者数：317人）
○糖尿病健康教育活動の実施
　・地域住民・企業等を対象に、糖尿病予防・療養等に関する出前講義
　　・第56回日本糖尿病学会展示ブースにおけるミニレクチャー担当：（5/18、
　　　　テーマ「糖尿病患者さんへの療養指導」)
　　・第8回九州・沖縄Active SMBG糖尿病セミナー演習ファシリテーター担当：
　　　　7/7、 テーマ「SMBGの有効活用」
　　・秋興祭（大学祭）での健康教育ブース出展　：11/9（参加者数54人）
　　・地域住民に対する糖尿病・生活習慣に関する健康相談：11/9
　　　（相談者数10人）
　・医療・福祉・保健分野で働く人々からの糖尿病に関する相談対応：相談時
　　に随時対応（相談者数5人)
○積極的広報活動
  ・入学式・次年度入試情報を提供する等ホームページの充実策として随時
　 更新を実施した。
　・セミナー開催時及び健康教育活動時、講義・相談対応などの告知を行った。
　・入試関連情報(ポスター)を福岡県内の病医院(200箇所)へ送付した。

○目標実績
　・入学試験志願倍率（志願者数/募集人数）　：1.06倍
  ・認定審査合格率　：100％（平成25年度）
  ・患者教育研究会延べ参加者数　40人
  ・セミナー参加者数317人、アンケート良好評価　：95.3%
　・糖尿病予防教育（出前講義等）：開催回数4回、参加者アンケート良好評価：
　　90%
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福岡県立大学（業務運営）

中期目標
４　業務運営

項目 評価

1

1

Ｂ

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

40

【教員の志気を高める教
育環境の整備】

①教員表彰制度（Best
Teacher's Award・研究費
優遇・学内外公表等）の創
設
②研究経費の全学的視点
からの戦略的配分を推進
するため、理事長裁量経
費としての研究奨励交付
金制度の充実
③担当科目数の平準化
　

○達成目標
　・教員表彰の実施（Best
Teacher's Awardを含む）
：毎年度の表彰
　・研究費に占める研究奨
励金の割合　：30％

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

【教員の志気を高める教育環境の整備】
○教員表彰制度委員会を設置し、Ｂｅｓｔ　Ｔｅ
ａｃｈｅｒ’ｓ　Ａｗａｒｄを含む表彰制度を作る。
　・教員表彰規則を定め、教員表彰を実施す
る。
○改善した研究奨励交付金制度の実施
　・学長留保分を5％枠確保する。
○常勤教員の授業担当科目数の実態調査
に基づき、担当科目平準化の実施案の作成
と一部を実施する。

○達成目標
　・教員表彰の実施（Ｂｅｓｔ　Ｔｅａｃｈｅｒ’ｓ　Ａ
ｗａｒｄ含む）
　・研究費に占める研究奨励金の割合　：
30％

【教員の志気を高める教育環境の整備】
○教員表彰については、改革推進委員会でベストティーチャー表彰を含む表彰
　について審議し、表彰制度が承認された。
　・教員表彰募集要領を定め、ベストティーチャーを1名選定した。
○改善した研究奨励交付金制度の実施
　・学長留保分を5％枠確保して研究奨励交付金制度を実施した。
○常勤教員の授業担当科目数の実態調査に基づき、授業負担の大きい教員
　1名の授業に補助員をつけ、負担軽減を実施した。

○目標実績
　・教員表彰の実施　：2名（ベストティーチャ―1名，日本学術振興会表彰1名）
　・研究費に占める研究奨励金の割合　：30％

Ｂ

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

39

【事務局機能の強化】
○事務機能強化に向けた専門性を要する部
署へのプロパー職員の登用
○異動に伴う引継等における各部署におけ
る業務マニュアルの統一的な様式での作成
及び冊子化の検討
○公立大学協会主催の事務職員を対象とし
た研修及び学内ＳＤ研修の実施
○事務局情報のデーターベースを踏まえ、
事務局ファイル共有システムの的確な運用
開始
○より一層の安全管理体制の充実を図るた
め、防火訓練の充実
○県立三大学の事務処理において、経費削
減効果が見込める事務処理として「庶務シ
ステム」の導入可否の検討

○達成目標
　・プロパー職員の採用　：平成26年度2名
採用

【事務局機能の強化】
○プロパー職員を3人新規採用し、経営企画班、総務財務班、教務入試班に
　配置した。
○統一様式による業務マニュアルを作成した。

○公立大学協会主催の職員セミナーに1名、会計セミナーに2名の新規採用
　プロパー職員を派遣した。
　学内ＳＤ研修を11/6に、新規採用職員を対象とした研修を11/19に実施した。
　事務局ＳＤの一環として、プロパー職員全員に対し、担当業務について年度
　上半期の振り返りを踏まえた下半期の目標を提出させ、目的意識を持って
　業務に取り組むよう意識付けを行った。

○共有ファイルシステムの運用を開始した。

○防火訓練を学内及び学生寮において実施した。
　消火訓練を充実（消火剤の出る消火器の取扱訓練を倍増）。

○三大学の事務局で会議を開催し、庶務システムについて引き続き導入に
　向けた課題を整理していくこととした。

○目標実績
  ・プロパー職員の採用　：平成26年度　2名採用

実施事項 理由

１　運営体制
の改善
　　理事長の
リーダーシッ
プのもと、社
会のニーズ
に対応する
ため、柔軟
かつ機動的
に教育研究
体制を整備
するととも
に、多様化
する大学運
営の課題に
対応するた
め、専門性を
備えた職員
の人材確保・
育成など、大
学運営の基
盤強化を図
る。

【事務局機能の強化】

①大学に特有な業務の機
能を強化するため、段階
的にプロパー職員の採用
を進める。
②徹底的な事務処理の見
直し、業務マニュアルの作
成、情報の共有化により、
事務作業の簡略化を検討
する。
③事務職員の資質の向上
と教育現場に関わる者とし
て意識の向上を図るた
め、ＳＤのシステム化を推
進する。
④研究や活動内容等を
データベース化し、蓄積し
た情報を有効活用する。
⑤防災・防犯対策や学生
の事故防止のため安全管
理体制の充実を図る。
⑥より機能的な事務体制
の実現に向けて、県立三
大学の事務処理の共通化
を検討・実施する。

○達成目標
・プロパー職員の採用　：
平成27年度まで8名以上

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

年度計画項目別評価

「理事長のリーダーシップのもと、大学運営の改善を推進する。」
　　大学は、理事長のリーダーシップのもと、自律性を確保しつつ、社会のニーズに対応するため、柔軟かつ機動的に教育研究体制を整備し、大学運営の改善を推進する。
　　多様化する大学運営の課題に対応するため、専門性を備えた人材の確保・育成を図る。

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号
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福岡県立大学（業務運営）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1

1

25年度 25年度

4 4

業務運営に関する特記事項（平成25年度）

○福岡県立大学憲章の制定

○改革推進委員会の設置、学内委員会・部会の抜本的再編

【ウェイト付けの理由】（年度計画）

【リスクマネジメント体制の整備】

○調査した他の公立大学のリスクマネジメン
ト体制を基に基本指針を検討

○洗い出したリスク別の対応方法

【リスクマネジメント体制の整備】

○調査した他の公立大学のリスクマネジメント体制や国大協、公大協の資料を
　基に基本指針 （案）を作成した。
 
○9分野において28のリスクを洗い出し、リスク別に対応方法（案）を作成した。

ウェイト総計 項目数計

Ｂ

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

41

42

【リスクマネジメント体制の
整備】

①他大学の体制調査・リス
クの洗い出し作業等を実
施する。
②リスクに対応したマニュ
アルを作成してリスクマネ
ジメント体制を整備する。

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

【教員の個人業績評価システムの改善】

○教員個人業績評価基準の見直し・検討を
行う。
　・個人業績評価基準の見直しに関する委
員会の開催
　・評価基準見直し案の策定
　・教員に対するヒアリングの実施

【教員の個人業績評価システムの改善】

○教員個人業績評価基準の見直し・検討を行った。
　・個人業績評価基準の見直しに関する委員会を実施した。
　・評価基準見直し方針・見直し案を策定した。
　　主たる改善点は、①学長裁量を20％設ける、②記載書式を大幅に簡略化
　　する、③中期計画目標項目を重点化する、である。
　　①学長裁量20％については、教員の外部からの評価（受賞等）を主とし、
　　透明性の高いものとした。
　・教員に対するヒアリングとして、両学部教授会から見直し方針・見直し案に
　　対する意見を得た。これを受けて、さらに検討を重ね、最終案を3月の大学
　　改革セミナーで公表した。

Ｂ

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

【教員の個人業績評価シ
ステムの改善】

①教員の個人業績評価シ
ステムを改善し、効率化を
図るとともに、より妥当な
評価基準を作成する。
②個人業績評価基準見直
し検討委員会を設置し、先
行している国立大学や公
立大学の実態を調査、教
員に対するヒアリングの実
施、第一期における個人
業績評価結果の分析を行
い、改善案を策定する。

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】
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福岡県立大学（財務）

中期目標
５　財務

項目 評価

1

A+

【高く評価する点】
　獲得金額は目標額の201%と大幅に上
回り、科研費応募率も目標を大きく上
回った。

【実施（達成）できなかった点】

No.19
「研究」 43

【外部研究資金の獲得の推進】
○科研費申請繁忙期の事務局機能支援の
強化
○ホームページへの外部研究資金公募情
報掲載の充実
○科研費応募者へのインセンティブ制度の
検討
　・不採択となったがＡ評価だつた教員に対
するフォロー策の具体的検討,等
○科研費応募率向上のための研修会の開
催
○科研費未申請者からの理由調査の実施
と分析
○民間企業や同窓会組織に対して、寄附金
等を増加させるための広報活動を行う。

○達成目標
　・外部研究資金獲得件数、金額
　　：年間5,000万円以上
　・科学研究費応募率
　　：70％以上(現在科研費による研究課題
をもっている教員は除く）
　　　80％以上(上記に正当と認められる理
由のある教員をさらに除く）

【外部研究資金の獲得の推進】
○教員の協力のもと、早期から計画的に取り組むことで、事務局機能支援強化
　を図った。
○ホームページに外部資金の応募要項等を適宜掲載、更新した。

○科研費応募者へのインセンティブ制度の検討
   ・科研費補助制度を創設し、申請者に対し助成を実施(100千円×3人）。
　
○科研費応募率向上のための研修会を実施した。

○科研費未申請者からの理由調査を12月に実施した。
　
○福岡県立大学基金について、広報誌、ホームページで基金の目的や受入
　 口座、税金の控除制度等を広報。広報誌は同窓会員に送付。

○目標実績
　・外部研究資金等獲得金額　  100,551千円
　　　　　　　　　　　　　　　　（科研費 57,589千円、文科省補助金等 42,962千円）
　・科学研究費応募率　：94.3％
　　　　　　　　　　　　　　　　（現在科研費による研究課題をもっている教員を
　　　　　　　　　　　　　　　　　除き、正当と認められる理由のある教員を更に除く）

実施事項 理由

１　自己収入
の積極的確
保
　外部研究
資金等の確
保に対する
取組を強化
することによ
り自己収入
の積極的確
保を図る。

【外部研究資金等の積極
的確保】

①受託研究、受託事業な
どの外部研究資金等の積
極的獲得に全学的に取り
組む。外部研究資金等獲
得に向けた支援体制を整
備する。
②民間企業や同窓会組織
に対して、寄附金等を増加
させるための広報活動を
戦略的に実施し、自主財
源基金化スキームの実現
に向けて検討する。

○達成目標
・外部研究資金等獲得額
：年間5,000万円以上

1-1 【平成25年度計画】

2

【平成25年度の実施状況】

年度計画項目別評価

「経営者の視点に立って、法人の財政運営を行う。」
　　大学は、その運営が公的資金に支えられていることを踏まえ、経営者の視点に立って、不断の経営努力を行う。
　　収入については、教育研究活動等の活性化のため外部資金の獲得に積極的に取り組むなど、自己収入の増加に努める。
　　経費については、適正執行に努めるとともに、業務の効率化や人員配置の見直しを推進する。

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号
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福岡県立大学（財務）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1

1

25年度 25年度

4 3

財務に関する特記事項（平成25年度）

　なし

【ウェイト付けの理由】（年度計画）
　・1-1-1　法人の収入増を図るためには様々な取組が必要である。産学官連携等による外部研究資金の確保に取り組んでいるが、中でも科研費等の外部資金の獲得がより重要である。更には広報活動の強化や同窓会組織等への働きかけなど戦略的
取組を行っていく。

ウェイト総計 項目数計

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】
No.31
「経費削減」 45

【人件費の抑制】

①教育研究水準の維持・
向上に配慮しつつ、人件
費の抑制を図る。

○達成目標
　年度計画で設定

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

【人件費の抑制】
○教育研究水準の維持・向上に配慮した退
職教員の補充における若手教員の採用
○人件費の硬直化を回避するため、非常勤
等職員の有期雇用の徹底を図る（労働契約
法改正への対応）

○達成目標
　・平成25年度時間外勤務時間数が前年度
を下回ること（H25年度新規事業分を除く）

【人件費の抑制】
○退職教員の補充にあたり、若手を中心とした公募採用を行った。

○非常勤職員の労働条件通知書に更新は2回を限度と明記した。
 

○目標実績
   ・25年度時間外勤務時間数：　前年度比　318時間減
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24年度 13,710H → 25年度 13,392H）

44

【業務改善による経費の削減】
○物品購入等の発注方法の見直しにより、
消耗品の集中発注システムの活用
○アウトソーシング可能な業務の検討
○初期投資を要さない省エネ対策（節電対
策）の推進

○達成目標
　・業務改善件数　1件以上／年

【業務改善による経費の削減】
○教職員に活用を周知し活用中。

○国際交流関係業務について、25年度からアウトソーシング化を実施。
　
○初期投資を要さない省エネ対策（節電対策）の推進
　・空調温度について、夏期28度、冬期19度を徹底。
　・待機電力や不要な照明の節電を徹底。

○目標実績
　・業務改善件数　1件

【平成25年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

２　運営経費
の削減・抑制
　業務改善
による経費
の削減と人
件費の抑制
に取り組む。

【業務改善による経費の削
減】

①事務処理方法の見直し
や外部委託などの業務改
善を実施し経費の削減を
図る。
②エコ・省エネ型キャンパ
スの実現を図る。

○達成目標
・年度計画で設定

1-1 【平成25年度計画】

1
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福岡県立大学（評価及び情報公開）

中期目標
６　評価及び
情報公開

項目 評価

1

Ｂ

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

46

【自己点検・評価の見直しと実施】
○県評価委員会の評価結果を大学運営に
反映させる具体的提案を行う。

○教員の教育・研究・社会貢献一覧を作成
し、HPに掲載する。

○認証評価に必要なデータを蓄積する仕組
みとして「福岡県立大学企画・評価委員会」
を設置する。

【自己点検・評価の見直しと実施】
○大学運営に反映させる具体的提案の検討を開始し(9月)、対応を検討し、各
　部局・部会で実施、もしくは実施予定案を作成した(11月)。
　「ベストティーチャーの選定」、「教員の相互授業参観」を実施し、「人間社会学
　部再編計画」、  「教員個人業績評価の見直し」について提案書を作成した。

○教員の教育・研究・社会貢献一覧を作成し、HPに掲載した。
　（経費削減のため、平成25年度から印刷物は作成していない）

○データを蓄積する仕組みとして、「福岡県立大学改革推進委員会」（名称変
　更）を設置し、委員会内の作業部会が担当する方向で検討し、 アニュアル
　レポート作成W.G.を設置した(10月)。
　平成25年度版アニュアルレポートは、平成26年8月までに完成予定である。

実施事項 理由

１　自己点
検・評価の効
率的な実施
　自己点検・
評価及び各
種評価結果
を大学運営
に反映し、改
善を図る。

【自己点検・評価の見直し
と実施】

①中期目標の実現を目指
して、計画的に年度計画を
立て、実施し、自己評価す
る。県評価委員会の評価
結果を大学運営に反映さ
せる。
②各教員の教育・研究・社
会貢献の実績調査を実施
し、教育・研究・社会貢献
一覧を作成し、HPに掲載
する。
③次期認証評価に向け
て，必要なデータを蓄積す
る仕組みを検討し、認証評
価の準備を行う。

1-1 【平成25年度計画】

1

【平成25年度の実施状況】

年度計画項目別評価

「評価を厳正に実施し、大学運営に反映する。また、大学情報を積極的に公開する。」
(1) 評価
　　　教育・研究その他大学運営全般についての自己点検・評価を厳正に実施するとともに、福岡県公立大学法人評価委員会の評価及び認証評価機関の評価を、大学運営の改善に速やかに反映させる。
(2) 情報公開
　　　学生や保護者等に対し適切かつ迅速に情報を提供するとともに、社会のニーズに適応した大学情報を積極的に公開し大学の存在感を高める。

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号
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福岡県立大学（評価及び情報公開）

項目 評価実施事項 理由

中期計画
平成25年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

1

25年度 25年度

2 2

評価及び情報公開に関する特記事項（平成25年度）

　なし

ウェイト総計 項目数計

【ウェイト付けの理由】（年度計画）

47

【県大ブランド力の強化】
○ＨＰの掲載情報における更新について、
定期的に「チェック分担者リスト」による
チェック
○ＨＰの全面的リニューアルに向け、トップ
ページに掲載しているフラッシュやリリース
ニュースの見直しを検討
○教育プログラムにおける特色ある取組に
ついて、ＨＰの教育情報の中の任意情報の
充実
○多様な媒体を通した積極的な広報活動の
充実
　・「大学案内」及び「大学広報」などの広報
パンフレットの刊行
　・高校への出前講義によるＰＲ活動
　・福岡県広報の積極的活用
○情報発信体制の整備
　・大学発のフォーラム・シンポジウムの積
極的な記者資料提供

○達成目標
　・大学案内パンフレットの作成　：2種類
　・広報誌の作成　：2回／年　発行
　・出前講義数及びアンケート
　　：出前講義（体験学習含む）20回以上
　　　良好評価75％以上
　・教育プログラム紹介の広報活動実績
　　：3件以上／年
　・メディアに取り上げられた件数
　　：地方版5件以上／年
　　　 全国版1件以上／年

【県大ブランド力の強化】
○ＨＰの掲載情報における更新については、広報部会員で分担しチェックを実
　施した。
○オープンキャンパスの情報をトップページに掲載。フラッシュの見直しを実施
　した。

○25年度から単位化した「プレ・インターンシップ」について、授業の様子をHP
　で広報した。
○多様な媒体を通した積極的な広報活動の充実については、
　・「大学案内」及び「大学広報」などの広報パンフレットを刊行した
　・高校への出前講義によるＰＲ活動を実施した
　・福岡県広報の積極的活用を行った
　　県広報番組（テレビ）で放映1回（不登校・ひきこもりサポートセンター）
○情報発信体制の整備
　・県立3大学が連携して実施する公開講座についてプレスに対し資料提供、
　　記者会見を実施した。
　　卒業論文公開発表会についてプレスに対し資料提供を行った。

○目標実績
　・大学案内パンフレットの作成　：2種類
　・広報誌の作成　：2回／年　発行
　・出前講義及びアンケート　：回数26回　良好評価　98.9％
　・教育プログラム照会の広報活動実績　：7件
　・メディアに取り上げられた件数　：地方版18件／年
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 全国版  2件／年
　

【平成25年度の実施状況】

Ｂ

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

No.5
「出前講義」

２　広報活動
の充実・強化
　本学の教
育理念、教
育・研究内
容、社会貢
献活動等に
ついて積極
的に情報公
開し、県大ブ
ランド力を高
める。

【県大ブランド力の強化】

効果的な広報活動による
社会的プレゼンスの向上・
メディアとの包括連携の推
進を図る
①魅力あるＨＰの充実
②県大ブランドとなる教育
プログラム等の積極的広
報
③多様な媒体（出版物、マ
スメディア、車内広告、駅
広告などの活用）や出前
講義等を通した広報活動
の充実
④情報発信体制の整備

○達成目標
・大学案内パンフレットの
作成　：2種類
・広報誌の作成　：2回／年
発行
・出前講義数及びアンケー
ト　：出前講義（体験学習
含む）20回以上
　　良好評価75％以上
・教育プログラム紹介の広
報活動実績　：3件以上／
年
・メディアに取り上げられた
件数　：地方版5件以上／
年
　　全国版1件以上／年

1-1 【平成25年度計画】

1
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(百万円）

区分 予算額(a) 決算額(b) 差額　　(b)－(a)

費用の部 1,992 1,922 ▲ 70

　経常費用 1,992 1,921 ▲ 71

　　業務費 1,736 1,698 ▲ 38

　　　　教育研究経費 299 337 38

　　　　受託研究費等 43 1 ▲ 42

　　　　人件費 1,393 1,360 ▲ 33

　　一般管理経費 256 221 ▲ 35

　　　（減価償却費　再掲） (72) (91) ▲ 19

　　財務費用 - 0 0

　臨時損失 - 0 0

収益の部 1,968 1,887 ▲ 81

　経常収益 1,968 1,887 ▲ 81

　　運営費交付金収益 1,086 1,035 ▲ 51

　　授業料収益 579 569 ▲ 10

　　入学金収益 121 114 ▲ 7

　　検定料収益 26 21 ▲ 5

　　その他業務収益 - 0 0

　　受託研究等収益 - 1 1

　　受託事業等収益 - - -

　　補助金等収益 43 39 ▲ 4

　　寄付金収益 0 1 1

　　資産見返物品受贈額戻入 49 45 ▲ 4

　　資産見返運営費交付金等戻入 11 4 ▲ 7

　　資産見返寄附金戻入 - 1 1

　　資産見返補助金戻入 11 12 1

　　資産見返補償金戻入 - 0 0

　　財務収益 0 0 0

　　雑益 38 39 1

　臨時利益 - 0 0

純利益 ▲ 23 ▲ 34 ▲ 11

　前中期目標期間繰越積立金取崩額 23 35 12

　目的積立金取崩額 - - -

総利益 - 1 1

Ⅰ　収支計画予算及び資
金計画予算

１．収支計画予算

－

その他中期計画において定める事項

中期計画
年度計画 自己

評価計画 実績
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区分 予算額(a) 決算額(b) 差額　　(b)－(a)

資金支出 2,173 1,961 ▲ 212
　業務活動による支出 1,882 1,802 ▲ 80
　投資活動による支出 37 17 ▲ 20
　財務活動による支出 - 23 23
　翌年度への繰越金 254 118 ▲ 136

資金収入 2,173 1,961 ▲ 212
　業務活動による収入 1,895 1,803 ▲ 92
　　　運営費交付金による収入 1,086 1,025 ▲ 61
　　　授業料等による収入 727 692 ▲ 35
　　　受託研究等による収入 0 1 1
　　　補助金等による収入 43 39 ▲ 4
　　　寄附金等による収入 - 4 4
　　　その他収入 37 39 2
　投資活動による収入 0 0 0
　財務活動による収入 - - -
　前中期目標期間繰越積立金取崩額 23 - -
　前年度からの繰越金 254 157 ▲ 97

－

－

－

－
Ⅴ　その他設立団体の規則で定める業務運営に関する
事項 該当なし 該当なし

Ⅲ　重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画
該当なし 該当なし

Ⅳ　剰余金の使途 　決算において剰余金が発生した場合は、教育研究及び組織運営の改
善に充てる。 該当なし

－

　 ２．資金計画予算

Ⅱ　短期借入金の限度額 １　短期借入金の限度額
　　３億円
２　想定される理由
　　運営費交付金の交付時期と資金需要の期間差及び事故の発生等に
より緊急に必要となる対策費として借り入れすること。

該当なし
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